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ビ
ル

マ

の
資
源

Jヾ産
業

Jヾ貿
易

大

場

忠

t

ビ
ル

マ

資
源
の
展
望

ビ
ル
マ

は
頻
菜
園
に
鵜
し
'
工
業
閥
た
り
得
る
に
は
市
速
達
速
で
あ
る
様
に
視
索
せ
払
れ
る
｡
JmLiil閲
民
の
欲
求
す
る
も
の
も
､
他

囚

AJL⊥
忙

在
る
｡

l
九
三
九

-
四
〇
年
度
の
ビ
ル
マ
外
国
貿
易
を
見
る
忙
'
再
輸
出
を
含
む
絶
輸
出
額
は
'
五
億
五
千
六
十
帯
留
比

(
換
算
相
場
百

聞
建
八
十
曾

比
)

に
し
て
､
其
の
う
ち
英
圃
き
よ
び
恩
領
に
輸
出
し
た
る
額
は
､
四
億
八
千
二
百
五
十
甫
習
此
で
あ
る
に
封
し
､
諸

外
圃
忙
輸
出
し
た
る
額
は
そ
の
六
分
の
一
に
相
嘗
す
る
五
千
八
首
六
十
蔦
留
比
で
あ
る
｡
ビ
ル
マ
の
輸
出
貿
易
は
印
度
'
英
本
国
'

海
峡
殖
民
地
.
セ
イ

ロ
ン
､
日
本
.
猫
過
に
債
存
し
て
居
る
｡
就
中
封
印
輸
出
は
三
億
三
千
首
留
比
で
あ
る
O
同
年
度
の
輸
入
を
見

る
忙
'
維
額
二
億

五

千
首

六
十
寓
留
比
の
中
'
英
国
な
ら
び
に
そ
の
東
領
よ
-
輸
入
し
た
る
額
は

一
億
九
千
五
百
二
十
乾
留
比
に
し

て
'
其
他
の
諸
外
国
よ
-
の
輸
入
は
五
千
六
百
四
十
貫
層
比
で
あ
っ
た
.
ビ
ル
マ
の
輸
入
は
印
度
'
英
本
国
'
日
本
'
米
国
に
依
存

し
て
屠
る
｡
輸
入
に
於
て
も
印
度
は

一
億
四
千
高
層
此
を
供
給
し
て
居
る
｡

ビ
ル
マ
の
資
源
と
産
業
と
貿
易

第
二
巷

八
九

第

7
課

八

九



ビルマの資源と産業と貿易第二着九〇第1薮･九O

ビルマ賓顔の虞理上隣圃LuE=度は不可分の関係に置かれて居る.ビルマは世界新動向の波に乗り'1新階段を進
らんとして屠る.而して+J東屯共巣圏の1翼たらんとして居る棟であるが'印度との貿易関係の不可分なる新､

浄よび'1tルマの墳幣制慶は印炭の金環背本位制慶にリンクして居る鮎に着目すべきであらうO

増産の如何によりては'殆んど無毒荘たるの魅力は蓋し永久と云払得るであらう｡

技術的指導および瀬引改善その宜しきを得れば~ビル二千五百貫入の購買力蓉輝は想像以上のものがあらぅ｡ビルマ脊振の展望は其外貌を示した首に過ぎぬ.誘者これによ-ビルマのl端を知り'頒ら-膏堵調査せら

れんことを希ふ｡

-錬産資源

英本国のビルマ資源関聾に封する施策なるものは､英系賓本の投下から見ると'必ずしも積極的なる方法手段を講じ居るものとは息ほれない｡或る論者は.英国としては帝領内資源開聾に封し計葦を樹で'所謂濫掘による世界市場相場の襲勤を未然に防止し､最も合理的施策によったため'性急にビルマの資源を関襲せず~国家有年

の計量に基き､透き婿衆の賓波に備へたとも思はれる.

英帝領内の餅山資源は'悉-倫敦に於て公足相場を建て'これにより各方面に供給して居る｡慣格統制を狙って不日然なる相場轡勤を防ぎ､投下資本の利潤の均衡を待せしめんとする鮎'吾人に示唆すること多い｡ビルマ

の館山経営は｢パーマ･マイILング･アク,l｣によ-虞理せられて居る.
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一
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三
七
年
度
は
ビ
ル

マ
錦
山
界
の

レ
コ
1
-
破

り
の
年

柄
で
あ
っ
た
｡
償
柊
上
騰
し

.

作
業
状
況
は
最
大
率
を
聾
坪
し
た
｡
左

忙
公
表
せ
ら
れ
た
も
の
班
相
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金
､
鎌
'
宕
翠
石
'
石
油
､
錫
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ウ
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五
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.班

丁
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四
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攻
に
ビ
ル
マ
錬
山
資
源
の
産
地
に
つ
き
概
説
す
れ
ば
左
の
如
し
｡

(
1
)
明
馨

(A
L
u
m
)

ア
ル
ム

･
セ
ー
ル
は
サ
ル
ウ
イ
ン
地
方
の
ユ
ン
ザ
リ
ン
河
並
に
タ
グ
オ
イ
ノ
ミ
ツ
タ
河
に
覆
見
せ
ら

れ
た

JJ
借

へ
ら
れ
た
る
も
作
業
開
始
に
至
ら
ぬ
O

ビ
ル
マ
の
資
源
と
産
業
-
貿
易

第
二
審

九

1

第

1
既

九

1



ビ
ル
マ
の
資
源
と
産
業
と
貿
易

第
二
審

九
二

第

7
就

九
二

(2
)

班
増

(A
mb
er

)

班
瑞
の
横
山
は
上
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
地
方
(2
6
0
)
8.
30
JJ,.9
6
0
32')
メ
ー
ン
ガ
ン
に
在
-
､
ミ

チ

-
ナ
戴

道
沿
線

モ
ー
ガ
ン
ク

･
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
-
入
る
が
便
宜
な
り
と
稀
せ
ら
れ
る
O
と
.の
確
は
7
-
コ
ン
グ

･
ワ
レ
イ
に
任
し
て
､
住

民
と
し
て
は
カ
チ
ン
旗
が
住
ん
で
居
る
｡

･
-
-
-
l
･工

二
八ノ一別
年

'

八
ン
;二
割
弼
ポ
rLi
=
.知
unLれ
る
萌
名
た
る
rv
と
ろ
で
あ
る
n

山
九
二

"
牛
調
査
ス
ト
ワ
-

AA
'
′
.
1)
-1
三

.･1

)
･
l
lI

ド博
士

の

説
に

よ

る

と
p

籍

三
紀

下

府

時
代
に
嵐
す
る
も
の
で
あ
る
由
で
､
鶴
来
厨
に
双
生
す
る
藍
色
粘
土
床
表
面
よ
-
深
さ
二
十

択
乃
至
四
十
択
下
位
に
存
在
す
｡
ビ
ル
マ
の
班
相
は
パ
ル
チ
ッ
ク
涜
粕
よ
り
堅
く
し
て
重
-
~
色
は
黄
色
叉
は
赤
味
を
帯
び
た
茶
褐

色
の
も
の
で
あ
る
｡

(3
)
安
質
母
尼

(A
n
tJn
lO
n

y)

ビ
ル
マ
に
は
ア

ン一チ
鋳
山
は
各
地
に
散
在
し
て
居
る
が
'
中
に
も
ア
ム
ハ
ー
ス
ト
管
慣
タ
ブ

ユ
I
の
も
の
は
著
名
で
あ
る

(
)5031'
;98
0
31')｡
大
な
る
も
の
は
長
さ
六
盲
択
'

幅
二
十
沢
と
柄
せ
ら
れ
て
居
る
O

其
の
他

モ
ン

グ

･
ス
-
･
ス
テ
ー
ト

l
時

1
千
噸
も
珠
掘
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
｡
T
a
wn
g
p
en
g
S
t
at
eに
て
は

t
九
三
八
年

1
千
二
百
噸
採

掘
せ
ら
れ
た
｡
其
分
析
表
に
ょ
る
と

1
頓
に
付
鉛
八

l
.
七
六
%
'
ア
ン
チ

ー
七

･
五
九
%

'銅
〇
･
二
二
%
'
銀
二

･
九
三
オ
ン

ス
で
あ
る
｡

(
4

)

石
綿

(A
sbest｡∽)

サ
ガ
イ
ン
地
方
に
あ
-
､
其
他
の
地
方
に
も
産
出
す
る
が
毛
足
多
少
短
と
せ
ら
る
1
が
探
錬
せ
ら

れ
た
な
ら
ば

t
種
有
望
な
る
も
の
で
あ
ら
う
｡
耐
火
建
築
材
料
と
し
て
注
目
す
べ
き

1
資
材
で
あ
る
｡

(5
)

重
晶
石

(B
ary
tes)

.'H
ル
マ
に
は
七
ヶ
所
聾
見
せ
ら
れ
た
｡

(6
)
建
築
土
木
工
事
用
珂

大
理
石
'
片
麻
考

銭
'
蒼
土
'
石
衣
石
'
跨
憂
石
等
多
量
あ
-
'
英

一
ケ
年
産
琴

1.
五
四



き

て

五
ー

〇
九
八
晦
に
し
て
'
債
額
は
二
'
四
五
四
'
六
二
)六
留
此
.
(
f
九
三
八
年
)

(7
)

ク

ロ
ー
ム
繊
鋳

タ
イ
メ
ウ
菅
尾
ア
ラ
カ
ン
･
コ
ー
マ
に
産
出
し
､
其
他
六
'
七
ヶ
所
に
襲
見
せ
ら
れ
た
｡

(
8

)

石
未
と
正
泉

北
シ
ャ
ン

･
ス
テ
ー
ト
に
慶
せ
ら
る
1
と
稀
せ
ら
る
1
も
良
質
な
ら
す
と
侍

へ
ら
れ
る
｡

(9
)

コ
パ

ル
-

タ
グ
オ
イ
地
方
に
蟹
見
せ
ら
れ
'

l
九
二
1<
年

ニ
ッ
ケ
ル
錦
石
と
共
に
輸
出
せ
ら
れ
た
｡
其
中
に
六

･
六

九
%
の
コ
バ

ル

ト

含
有
せ
･L11
と
｡

(10
)

鋼

シ
ャ
ン
･
ス
テ
ー
ト
を
始
め
十
七
ヶ
所
に
費
見
せ
ら
れ
た
｡

1
九
三
八
年
に
六
六
'
四
九
二
喝
の
銅
錦
聾
掘
せ
ら

れ
.

分
析
に
よ
る
と
頓
首
-
六

･
六
オ
ン
ス
銀
'
七

･
七
%
鉛
'

一
･
九

%
韮
鈴
へ
三

二

石

%
鋼
含
有
せ
･1
と

(
ポ
ル
ド
ウ
イ
ン

館
山
,Y

同
年
六
三

rJ
O
噂
の
'''1
-
マ
"
コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ
ン
株
式
財
政
の
報
ilp
忙

よ
れ
ば
.
鋼
四
二

･
七
四
%
.
胎
].
互

･
九
八

;
:.
I:･LrI,/..I.･.､･
.･∴
∵
･
.
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ト
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∴
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/
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ノ

]
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′
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(n
)

金

剛
砂

(C
ol-u･{ldilm
)

カ
タ
管

値
の
モ
コ
ッ
ク
に
産
出
す
｡

(

1
2

)

賓

石

賀
玉

中
特

に
有
名
な
る
も
の
は
ル
ー
ビ
ー
に
し
て
'
ビ
ル
マ
の
ル
ー
ビ
ー
は
世
界
的
で
あ
る
.
産
地
牧
草
に
遥

あ
ら
ざ
る
銭
な
り
O

(
13
)

金
塊

金
は
ビ
ル
マ
*
[風
至
る
と
と
ろ
に
蓉
見
せ
ら
る
1
が
成
練
見
る
.(.
き
も
の
な
し
O
バ
モ
ー
地
方
下
部
チ
ン
ド
ウ

イ
ン
地
方

八
ヶ
所
'
上
ナ
ン
ド
ウ
イ
ン
地
方
十
数
ヶ
所
'
カ
pT
ク
ー
地
方
三
ヶ
所
'

マ
グ
イ
地
方
メ
チ
ナ
地
方
二
十
八
ヶ
所
'
パ

コ

ッ

ク

'
ブ

ロ
ー
ム
､
サ
ル
ウ
イ
ン
'
シ

ャ
ン
ス
テ
ー
ト
､

モ
ン
ロ
ン
グ
王
国
'
ケ
ン
ト
ン
グ
王
国
十
数
ヶ
所
に
し
て
'
筆
者
の
有

す

る
金
銀
,4は
二
十
二
金
の
某
所
に
在
る
O

今
日
多
量
に
有
す
る
に
も
か
･̂
は
ら
ず
成
績
悪
し
き
は
'
土
民
の
保
守
的
探
取
に
香
住
す
る

ビ
ル
マ
の
資
源
と
農
業
と
貿
易

第

二
巷

九
三

第

l
新

九
三
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ビ
ル
マ
の
要
録
と
産
業
と
貿
易

第
二
審

九
四

第

一
班

九
四

が
た
め
な
り
と
思
考

す
0
番

門
的
技

術
源
達
と
近
代
的
珠
取
に
よ
る
と
こ
ろ
あ
ら
ば
､
.
ビ

ル
マ
は

世
界
稀
れ

に

見
る
金
産
圃
な
り
と

推
定
す
る
と
こ
ろ
な
り
｡

金
錦
所
有
の
各
市
壬
は
こ
れ
を
公
開
せ
ざ
る
こ
と
1
T.
英
棒
懐
と
し
て
は
こ
の
賓
探
れ急
募

保
存
･+
,ん
と
の
探
訪
が
常
閲
金
銀
に

附
す
;(.∴
T..A-
;
I.I::
F;
J,.仙
･..
i.-;i.
:.,
47
｢
･∵

｢
シ
ャ
ン
･
ス
テ
ー
ト
｣
と
箸
南
JJ
の
攻
に
支
那
人
に
も
英
人
に
も
世
雅
何
人
に
も
未
だ
骨
て
統
治
せ
ら
れ
た
と
と
の
な
き
･
ワ
l

′

(W
A
)
ス
テ
ー
ト
と
構
す
る
園
が
あ
る
｡
魯
長
七
八
名
居
-
統
治
し
居
る
が
'
首
狩
を
常
習
と
し
て
外
人
の
入
園
を
許
さ
ぬ
O
こ
の

園
の
話
を
閲
-
に
.
母
指
大
の
砂
金
'
川
底
に
驚
見
せ
ら
る
1
と
'
蓋
し
砂
金
に
あ
ら
ず
し
て
脈
を
形
成
し
居
-
'
外
皮
が
崩
壊
し

川
底
に
流
れ
た
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
と
想
像
せ
ら
る
｡
先
年
英
系
食
紅
は
こ
の
地
方
に
封
L
t
理
静
狩
の
た
め
数
百
寓
金
せ
投
iJ

道
路
を
建
設
し
た
こ
と
が
侍

へ
ら
れ
た
.
十
呂
盤
高
き
英
人
の
こ
の
行
動
'
単
な
る
も
の
と
息
は
れ
ぬ
｡
お
JJ
ぎ
話
か
虞
物
語
か
,

時
が
解
決
す
る
だ
ら
う
｡

(
1

4
)

黒
鉛

(G
raphite)

マ
ン
グ

レ
イ
地
方
'
ヤ
メ
テ
ン
稚
方
'
メ
チ
ナ
地
方
に
富
め
わ
と
侍

へ
ら
れ
る
.

(tq
)

石
膏

(G
y
psum
)

タ
イ
メ
ウ
､
,,,
ン
ブ
.
パ
rJr.
ツ
ク
'

マ
グ
ヰ
､
ミ
ン
ヂ
ヤ
ン
諾
地
方
に
産
す
｡

(
S

)

鉄

ビ
ル
マ
に
は
五
ヶ
所
に
産
す
る
｡
賓
鋸
に
罷
す
.
採
算
空

に
懸
っ
て
道
教
の
便
如
何
に
よ
る
も
の
1

如
し
｡

(
17

)

ヒ
ス
イ

(Ja
d
e

ite
)

菊
翠
は
世
界
的
に
有
名
な
-
｡
ミ
チ
ナ
菅
尾
ト
ー
モ
ー
は
有
名
で
あ
る
｡
(2
5

0-

42,
-
9
6･⊥

7,,)

l
ケ
重
量
七
ポ
ン
ド
よ
り
十

三

ン
ド
の
も
の
が
蚤
見
せ
ら
れ
た
U
エ
メ
ラ
ル
ド

･
グ
リ
ン
色
と
其
他
薄
青
色
の
品
の
･k1あ
少
｡
其

他
十
敷
ヶ
所
に
産
す
｡



辛

-1.Il
l

.

1
〉･､{･

(
1
)

陶
土

(I(a
o】zn
)

パ

コ
ッ
ク
'
シ

ユ
ウ

エ
ー
ポ

ー
'
ク
,L
ン
菅
尾
に
あ
り
｡

(
19
)
.
鉛
と
鉄
鎖

ビ

ル
マ

に
は
.Iボ
ー
ド

ウ
イ
ン
錦
山
と
構
す
る
も
の
あ
-
o
蓋
し
代
表
的
錬
山
で
あ
る
｡
銀
'
鉛
'
亜
鉛
含

有
量
に
於
て
は
世
界
稀
に
見
る
大
鏡
山
と
補
せ
ら
れ
る
.
ラ
ン
グ
ー
ン
よ
-
北
方
五
百
四
十
七
哩
年
の
と
こ
ろ
に
あ
る
長
さ
八
千
沢

幅
四
五
百
沢
の
も
の
で
あ
る
o
然
る
に
賓
本

7
億
留
此
投
下
せ
ら
れ
た
る
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
故
に
'
哩
液
量
は
僅
か
に
十
ケ
年

間
に
蓋
-
る
な
ら
ん
と
推
せ
ら
る
e

シ
ャ
ン
.

ス
テ
ー
ト
ロ
ク
ソ
ー
ク
園
王
の
所
有
鉛
練
は
'
英
技
師
の
調
査
に
よ
る
と
三
十
寓
噸

と
構
せ
ら
る
･̂
も
､
余

の賛
槽
埋
没
地
域
か
ら
推
定
す
る
に
茸
に
寅
大
な
る
も
の
で
'
英
技
師
の
報
せ
と
は
反
対
に
有
望
な
-
主
薬

せ
ら
れ
た
o
先
年
国
王
よ
り
其
経
革
委
任
せ
ら
れ
た
-
L
が
邦
人
の
枝
管
挙

げ16く
今
日
に
要
っ
た
｡
倫
敏
分
析
肺
鑑
定
に
よ
れ
ば
'

鉛
の
合
有
敦
ll<
○
〆｡
な
-
と
】E
JL.
-
PJH
TT,
二
心
マ
鈴
鄭
u
Jl
)
h
T旨
)

-
)
.J
I
O
I

.
,
重
秀

)
-
要

一空

.

/

111tl
∃

･

･｡I
･
｢

.

一
才

｢=
〃
弓
.
7
1
-
～
V-
ノ

了t

f,
分
場

･

.11
弊

社
1
-
′

-

､
."
T,

｢
〃
斗
lr
月
三
十

日
拐
捌
ゼ
ら
オー
允
Ej
七
i
Lh
Trl
L
二
噸
中
精
錬
せ
ら
れ
た
結
弟
た
示
せ
ば
'

輔

錬

錯

七
七
､七
〇
〇
噸

伺

銀

六
rC
)五
C
1.〇
〇
〇
オ
ン
ス

頚
戯

rJ
ン
セ
ン
-
レ
イ
ン

六
五
'九
八
二
噸

宴 二 鋼

ツ ーマ

質

ケ ツ

磯 ル ト

六
'三
〇
〇
峨

三
､三
四
五
噸

一
､
二
〇
〇
噸

其
個
数
十
ヶ
所
あ
1--
｡
ビ
ル

マ
は
鉛

'

弟
鈴
､
銀
'

ニ
ッ
ケ
ル
に
富
む
世
鼎
有
数
の
産
園
で
あ
ら
う
G

(
20
)

マ
ン
ガ

ン
磯

子
コ
ッ
ク
'
カ
ー
タ
'
ミ
ン
ヂ
ヤ
ン
'
メ

-
テ
ラ
地
方
に
産
す
｡

(
禦

雲
母

(M
l｡
a
)

電
気
工
業
上
の
必
要
品
な
-
o
ミ
チ
ナ
地

方
に
多
量
に
産
し
､
自
'
ル

ー

ビ

㌧

ブ
ラ
ウ
ン
色
の
二
面

あ
り
｡

一
尺
四
方
の
も
の
'
良
質
の
も
の
あ
-
と
報
ぜ
ら
れ
た
O
取
引
斡
旋
を
本
邦
に
求
め
た
わ
し

に
引
合
な
-
'
其
中
に
輸
出
禁

ビ
ル
マ
の
資
源
と
産
業
と
貿
易

第

二
巷

九
五

第

7
戟

九
五



ビルマの買掛-産業と貿易

第
二
審

九
六

第

山
班

九六

止
と
な
っ
た
O

(
con
)

モ
リ
ブ
デ
ン

(M
o
lyb
d
en
u
m
)

モ
リ
ブ
デ
ン
鋸
は
テ
ナ
七
リ
ム
地
方
の
錫
'
ウ
ォ
ル
フ
ラ
ム
錦
と
双
生
し
費
見
せ
ら

る
｡
も
へは
等
倍
と
共
に
葡
見
せ
ら
れ
た
8
脈
の
心
の
屯
あ
る
｡
ク
ヴ
オ
T
棚
方
に
も
直
す
｡
珊
じ
て
ゥ
オ
ル
7
.フ
ム
錦

LU
に
見
出
さ

れ
Y
J居
る
概
.P
患
る
L.

(
2
)

.TL
ッ
ケ

ル

銀
鱗
の
存
在
す
る
と
こ
ろ
に
は

ニ
ッ
ケ
ル
鋳
あ
り
｡
ナ
ム
ツ
-
錦
山
よ
-

一
九
三
七

I
i
九
三
八
年
に
放

て
は
餌
.
三

二

〇
畷
-

三
'
二
一四
五
噸
株
取
せ
ら
れ
た
｡

(
24
)

オ

ー
カ
I

鍾

(O
ch
re)

"/
ン
ヂ
ヤ
ン
稚
方
の
パ
ン
ベ
に
は
多
量
あ
り
黒
色
を
帯
ぷ
二

二
十
沢
の
厚
さ
せ
解
せ
ら
る
｡

(
25

)

オ
イ
ル
･
セ
ー
ル

ア
ム
ハ
ー
ス
ト
地
方
叉
は
タ
イ
'
ビ
ル
マ
国
境
に
あ
㌔

(

)6
｡
46"-
98｡･
28';
16
0
28JI
980
33)

H
青
ha
ra
B
a
sin

の
オ
イ
ル
･
セ
ー
ル
中
の
ク
ル
ー
ド
･
オ
イ
ル
に
関
す
る
カ
ル
カ
ッ
タ
地
質
調
査
所
の
分
析

に
よ
れ
ば
玉
の
如
し
｡

同同同抽水

以

N.一上coo
-
(-
1
>ミUIo

LJo No P) I Loo
r)0 n (｢

42.7075%a.i7 .3ijt.50%4).00%

(
26
)

石
油
と
天
戯
瓦
斯

べ
グ
ー
･
ガ
ル
フ

1
帯
の
地
方
'
次
ぎ
に
エ
ナ
ン
ヂ
ヨ
ン
グ
(
2

00
2
7'-
94.
55')
の
油
田
は
目
下

関
費
せ
ら
れ
て
居
る
ビ
ル
マ
油
田
中
代
表
的
の
も
の
で
あ
る
｡

(

)

)

Y

en
an
g
y
aung
O
lT
F
ietd
(20
｡
2

7
L
94
055')
貰

P]
0)
甑
竺
i
》
雇
,
貫
-
･慮
q
)
8
0

7;,
]887府

i

b
B
亡
rm
a
O
il
C
o
.
l=
i

廿



で剛 せられてJrJ;･る01937年には 12O･926･620ガロンに及ん7=･｡2910ケの油井あ りQ申瑚 式180油井 と博へ られる｡

(2) SinguOl1-Fleld(2Oc56/･L94C54′日 9774Fの収穫量は62,819,366ガロン0568油升あ bo

(3) LanywaOil-Fleld(20058';94049′) 1937年0)量は 17,975,051ガロンo

(4) Ycnangyatoll-Field(2106′･･94⊂51,日 937年の最は6,728,788カrlンO油井敷257｡
(5) IndawOi7-Field(23048.I94030′) 1937年0)桑は2,500,000ガロン｡

(6).MlnbuOJl-Field(2005′･94054.) 1937年の勤 ま3,750,000ガロン.
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ビ
ル
マ
の
資
源
と
塵
策
と
貿
易

第
二
魅

九

八

第

1
既

九
八

(
31
)

錫
と
タ
ン
グ

ス
テ
ン

カ
ウ
セ
イ
'

ヤ
メ
テ
ン
'
カ
レ
ン
二
､
ク
ト

ン
'

ア
ム

ハ
ー
ス

I
.

マ
グ
イ
地
方

に
産
す
o

l

九
三
八
年
産
節
'
錫

七

t
C
)五
七
噸
'
ク
ン
グ

ス
テ
ン
五
'
三
四
二
噸
'
ビ

ル
マ
に
は
錫
と
タ

ン
グ

ス

テ
ン
多
量
に
壁
赦
せ
-
｡
産

地
数
十
ヶ
所
｡

｢
Ti3
J

dEm
f=

ハ
n

L

一L.1
.FY
it
L
.
/

U
｡ih
l
ド

ク
ー
/
軌
u
L】
Lニ

ー1
111士
LLL･.

山
1
1.1-J
F
二
号
上松
L
-
)
t

=
･rT
･,イ

ソ/
ク
'
コ

ン
r･{

ン
-

l
レ

T
-
れ
勘
意
IiE
･y
TT1

≡
二
転

｣ハ

華

九
八
=
唯
あ

り
た
り
｡

叙
上
は
ビ
ル
マ
鎌
山
賀
源
の
概
説
た
-
｡
文

献
左

の
如
し
｡

文
献
(1
)
T

h

e
M

)

nera
l

De

p
o
s
its
Of
B
ur
m
a

(
N

o
w

L
938)

(2
)
R
e

p

o
l-

OLI
M

]ni

n
g
a.nd

M
一t1.el
a
I
P

r
o
d
l
C

t10ni
n

B
u

i

m

a

(

1
6
3
8
)

〓

林

産

賓

.leg

の

S
tre
n
g
th
s
o
f
T
im
b
ers.
に
閲
す
る
林
業
研
究
朗
の
試
験
表
あ
れ
ど
'
暦
肌
に
し
て
峯
究
的
に
共
す
る
に
付
き

省
略
し
概
説
す

る
に
止
め
た
-
0

ビ
ル
マ
は
別
名

Land
of
Green
と
も
稀
せ
ら
れ
､

森
の
国
､
偉
夏

の
園
に
し
て
新
線
常
に
新
に
し
て
印
度
に
此
せ
ば
嘉
ま
れ

た
園
で
あ
ら
う
.
チ

ー
ク
材
を
始
め
と
し
て
建
築
用
材
を
産
出
L
t
其
他
薪
衆
望

n
十
種
の
竹
材
あ
-
'
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て

(
l
)
製
革
用
材
､
(
二
)染
料
用
材
'
(
lL二
)製
紙
用
材
.
(
防
)樹
里

(
吉
宗

'
二
ハ
)
ゴ

ム
'
(
ヒ
)
フ
ァ
イ
バ
㌧

(
八
)漠
法
葵
用
材

に
分
難
解
課
す
D



.

.
_

･..(
.･£

篭

曇

量

t

l

鷲

豊

登
頂
登
p調

顧

新

町

.Tn
.

タ

ン

ニ
ン
題

と
し
て
は
ビ
ル
マ
に
は
葺

木
考

案
の
=
碧

｡
｡
雷

著
明
莞

も
の
は
マ
ン
ブ

Tl
-
ブ

(M
a
n
g
ro
ve
)
に
し
て
ク
ヴ
オ
イ
管
甲

ア
ナ
セ
レ
ム
に
産
す
｡
年
産
五
千
頓
で
あ
る
.

瀬
引
市
場
は
蘭
項
な
れ
ど
'
採
集
'
買
付
.
植
林
の
方
法
を
改
善
す
れ
ば
ビ
ル
マ
の
自
然
力
を
利
鞘
し
恒
久
的
な
資
材
と
成
し
得

ら
れ
る
o
技
術
派
遣
に
よ
る
買
取
運
搬
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
.
我
邦
皮
革
工
業
上
研
究
す
る

1
緊
急
事
項
で
あ
ら
う
｡

(
2

)

鞄
料
用
材

槻
木
又
は
植
物
よ
-
製
造
せ
ら
る
O

ミ
ン
ブ
'
ブ
ロ

ー
ム
'

メ
イ
テ
ラ
'

ヨ
-
.
下
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
､

ピ

ン

マ

ナ
､

シ
ユ
ウ

エ
ー
ポ
ー
等
に
産
す
O
主
と
し
て
カ
ツ
チ

(C
u
tch
)
が
愛
周
せ
ら
る
･

..
次
ぎ
に
赤
､
黄
色
素
材
と
し.
て

JL
バ
セ

tN
Jb
ase
)
と
備
す
る
木
綿
あ
り
｡
産
地
と
し
て
は

て
ゲ
ウ

エ
.
,,,
ン
ブ
､
パ

コ
ッ
ク
等

の
地
方
が
奉
げ
ら
れ
る
.

げ

,.〉
I不

(i3e
｡lT.
rle.J
丈
は

(J
ac
a
)
JJ
嘩

]～

嵐̂

は
僧
侶
の
芳
な
法
衣
の
鞄
料
に
供
せ
ら
る
.
其
他
虞
赤
色
弱
の
印
JTi
あ
り
け

各
穫
色
素
薬
材
等
の
大
研
究
所
を
創
設
し
'
研
究
を
進
む
る
.LJ
と
が
必
要
で
は

あ
も

ま

い
か
n
特
に
此
酎
張
調
す
る
も
の
な

-
｡

(3
)

製
紙
周
材

竹
は
製
紙
パ
ル
プ
と
し

て

有
望
硯
せ
ら
れ
て
看
る
O
次
ぎ
に
木
の
中

パ
ル
プ
摘
材
と
し
て
土
語

Gw
e,

Y
e
m

an
eJ
M
an･L
ettanshe.Le
tp
an
.
P
eLLWaJn
g
,
t3a
rn
g
〉
D
-du
･

W
e
t
sh
aw
.T
h
a
p
a
n
.
N
ab
e
等
が
教

へ
ら
る
O
シ

ャ

ン

･
ス
テ
ー

ト

の

T
hale
(P
a
p
er
M
u
Jbe
rry
)
な
ど

教
貴
か
ら
見
る
も
有
望
で
あ
る
o

其
他
革
と
し
て
ラ
ン
グ
ー
ン
･
バ
セ
ン
問
'
其

7
ヶ
年
数
量
十
五
高
幡
と
推
算
せ
ら
る
1
整

阜
あ
た

パ
ル
プ
用
材
に
関
し
て
は

夷

本
圃
も
注
意
せ
ず
'
土
人
の
製
紙
に
生
々

委
任
し
屠
る
有
様
な
れ
ば
知
ら
れ
て
居
ら
ぬ
｡

慶
大
な
る
基
確
を
有
す
る
シ
ャ
ン
ス
テ
ー
･,･
に
製
紙
パ
ル
プ
材
の
梓
産
事
業
と
平
行
し
こ
れ
を
育
成
す
る
な
ら
ば
､
骨
園
の
地
味

ビ
ル
マ
の
安
原
と
産
業
と
貿
易

第
二
審

九
九

第

7
舵

九
九



r
一
t
･i
I

ビ
ル
マ
の
資
源
と
産
業
と
″

且
易

第

二台
'I
rJ
C

第

一鉱

一(jC
)

気
候
か
ら
見

て
撫
塞
寂

の
資

源
が
開

蟹

せ
ら
る
ゝ
な
ら
ん
と
想
像
せ
ら
る
O

ビ
ル
マ
の
自
然
力
の
利
用
と
増
産
と
は
我
邦
蚤
材

の
自
給
自

足
と
祖
国

の
.fEe
利
増
進
と

1
致
す
る
と
こ
ろ
な
る
べ
し
｡

(

4
)
樹
脂

ごヽ
A
Jl

･
1
-A

-･=
･

･-.-
-rl

二/-
米

案

月

/
肘
l抑
＼

(
2

)

C

h
e

同

黒
色

の
も

の

(
3

)

G

e

同

=laJL色
ガ
ム
'
ア
ラ
ビ
ヤ
ゴ
ム
に
煩
似
せ
る
も
の
二
〇
〇
〇
沢
の
森
林
地
帯
に
あ
り
0

(
4

)

ln.(Dipterocarp
u
s
T
ube
rc
u
la
tu
s)

使
途

香
料
多
畳
産
出
す
o

(
5

)

K
anyln

同

抽
'
燃
'
燈
火
用

(
6

)

L
atp
a
n

同

下
研
創

(
7

)

L

u
n
b
o

同

ブ
ラ
ヒ
ヤ
ゴ
ム

(
8

)

O
k
sh
lt

同

ペ
ン
-
-
混
用
或
は
七
メ
ン
ー
用

(
9

)

Taye
∩

同

八
〇
声
樹
脂
'

一
五
声
ガ
ム
を
含
む
o

(

1

0
)

C
a
s
h
e

w

N
ut

同

ワ
ニ

ス

用

(

〓

)

T
h
】n
g
a
n

同

薬

用
'
ワ
:
ス
用

(

1
2

)

T

h
lt
s
i

同

漆
'
有
望
tIb-
.
採
取
の
方
法
要
し

Y
本
邦
と
の
取
引
引
合
は
ぬ
か
業
者
の
研
究
不
足
を
遺
憾
｡
シ

ャ

ン
･
ス
テ
ー
上

向
原
は
最
有
望
な
ト

0

土
人
に
封
し
採
取
方
法
を
倖
嬉
し
.

1
万
植
林
を
計
喜
せ
ぼ
有
望
な
り
と

察
せ
ら
れ
る
｡

(5
)
油

())

T
u
n
g
O
ll

現
に
シ
ャ

ン

ス
テ
ー
ト
に
英
系
賓
本
に
よ
り
躍
皆
せ
ら
わ
て
腐
る
.
雲
両
地
方
の
そ
れ
と
同
棲
有
望
に
し
て
有
利
な

る
事
業
で
あ

る
0
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(8
)
漢

方
馨
薬
用
材

非
常

に
豊
富
な
る
湊
方
薬
用
材
あ
り
｡
其
種
叛
は
草
根
木
皮
首
lL(
十
榎
を
算

せ
ら
れ
る
.
熱
掃
､
療

病
'
牧
飲
倒
､
冷
却
剤
､
水
喝

水
気
病
'
抑
序
'
河ー
気
'
下
剤
'
鎮
静
薬
.
コ
-/
ラ

'
反
射
刺
戯
剰
'
臆
汁
系
病
､
襲
汗
剤
､
潰

病
､.
腫
物
'
赤
痢

'
虚
弱
柄
'
喋
病
､
胃
痛
､
慌
息
.
丑
片
解
毒
剤
'
碩
此
剰
o

質
と
解
せ
ら
れ
る
o
用
材
の
拳
名
多
岐
な
れ
ば
省
略
す
｡

特
筆
す
べ
き
も
の
は

K
a
law

に
関
す
る
解
説
で
あ
る
.
こ
の
種
子
よ
-

C
hau]m
ug
ra
O
.I
が
採
取
せ
ら
れ
る
｡
療
病
並
に
皮

膚
病
の
治
療
に
使
用
せ
ら
る
｡

ビ
ル
マ
に
於
て
著
名
な
る
も
の
は

T
ara
k
tog
enos
K
u
rzii
で
あ
る
O

と
の
樹
は
高
さ
五
丈
乃
至
八

丈
に
及
び
同
園
二
尺
乃
至
四
尺
に
し
て
'
テ
ン
ド
ウ
イ
ン
､
,,,チ
ナ
チ
ナ
セ
-
ム
'
シ

ャ
ン
‖
ス
テ
ー
ト

(
ケ
ン
I
ン
グ
壬
園
の
館

内
に
三
ヶ
所
あ
-
筆
者
賛
塔
其
所
巷
確
を
知
る
)
地
方
の
常
緑
樹
林
内
に
可
な
-
顔
-
紫
茂
し
て
居
る
｡
時
と
し
て
群
生
の
地
方
も

あ
-
o
下
ビ
ル
マ
地
方
に
産
す
る
も
の
些

二
'
四
月
頃
開
花
'
上
ビ
ル
マ
地
方
は

1
ケ
月
遅
れ
る
｡
茸
は
夷
年
の
八
月
或
は
九
月
頃

射
す
.

結
貴
は
不
確
賓
に
し
て
二
三
年
毎
に
結
ぶ
0

1
本
の
樹
よ
-
多
き
は
こ
高

の
賓
が
得
ら
れ
る
O
こ
の
樹
は
試
験
に
よ
る
と
熱
帯
租

に
は
栽
増
可
能
と
せ
ら
る
.
我
邦
は
天
刑
病
者
の
多
き
園
で
'
幾
多
の
人
年
上
の
悲
劇
を
見
る
｡
征
爾
数
多
の
同
胞
が
罪
な
き
に
己

を
忘
れ
t
iE[力
を
求
め
居
る
様
を
見
て
同
情
禁
じ
能
は
ざ
る
も
の
あ
っ
た
O
幼
少
の
時
'
耐
参
詣
の

柑
-
こ
れ
ら
の
様
子
を
見
て
'

生
長
し
た
な
ら
ば
こ
れ
を
治
す
る
薬
を
求
め
救
済
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
様
な
責
任
を
幼
な
心
に
も
痛
感
し
て
居
っ
た
.
爾
来
幾
十
星
賓
を

送
っ
た
筆
者
は
'
ケ
ン
ト
ン
グ
国
王
に
面
合
せ
ん
と
し
て
同
園
控
僻
事
情
調
査
の
た
め

1
九
三
l
年
二
月
シ
ャ
ン
･
r(
テ
ー
ト
'
ケ



竃

讐

lI

I

t

J
1

1

｣
｣
.
I
t
玉

l
1
.
.
t

暮

l
玉
章

､..
二

･

/

･

-

I
-

･

､

ン

ト
ン
グ
王
鞠
に
入
っ
た
途
上
'
過
然
に
も
領
内
ダ
ー
ク
'
バ
ン
ガ

ロ
ー
に
常
闇
の
太
子
サ
オ

.
コ
ン
･
タ
イ
殿
下
並
に

1
族
と
合

箱
す
る
硬
骨
を
得
た
.
(
ケ
ン
ト
ン
グ
王
は
山
EE
長
政
の
義

臣
の
子
孫
な
-
と
云
ふ
)
談
'
壷
-
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
'
鶴
晦
の
時
に

及
べ
り
.
談
偶
然
に
も
こ
の
*
/
山
に
天
下
秘
雫

Llも
構
せ
ら
る
カ
ロ
ー
シ

ー
ズ
に
及
ぶ
o
殿
下
は
自
領
内
の
産
な
る
が
'
こ
の

｢
カ

｡
-
｣
が
相
首
に
あ
る
｡
そ
れ
を
精
製
し
て
‥打
射
創
に
す
る
方
法
た
き
か
'

我
が
囲
土
人
は
あ
の
章
を
食
し
或
る
程
度
の
療
病
を
治

し
て
屠
る
o
pバ
ン
ガ
ロ
I
の
窓
を
聞
き
'
あ
の
山
の
あ
の
高
き
樹
は
モ
々
±

不
さ
れ
た
o
翌
朝
'
殿
下
は
土
民
の
長
老
に
命
じ
'
賓

を
輿

へ
ら
れ
た
｡
直
ち
に
我
邦
の
内
務
省
化
生
局
に
途
附
し
'
研
究
方
を
要
請
せ
L
が
値
段
の
鮎
に
よ
り
取
引
を
見
ず
今
日
に
至
っ

た
｡酎

1.tki勺
hm
ll1'1/

■
′し
い
柑
ES.(
;J
E

黒
九
･T,T
tr7I,
j
ユ
ズ
.iilu･1葦
璃
b
lみ
た
ら
す
瀬
年
の
=:I差
違

米
と

な
ら
ん
〇

･こ

カ

ヤ
･ij
.ユ
ひ

F
m
渡
し
1:<lH
仏
p
漢
法
難
多
瀧
に
布
す
る
固
JfLLIiれ
ば
F
是
非
欝
発
音
料
調
査
員
を
派
遣
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
雷
局
姫

に
業

者

に
要
請
す
る
攻
帯
で
あ
る
O

三

貴

産

賓

派

ビ
ル
マ
は
米
の
圃
と
も
見
ら
れ
る
.
天
然
力
に
依
存
し
撫
肥
'
除
草
せ
ず

と
も
休
閑
地
の
利
鞘
に
よ

り
て
相
嘗
な
成
緒
を
収
め
て

居
る
o
米
の
作
況
･1r慣
椿
と
が
宮
中
ビ
ル
マ
の
経
碑
を
麦
配
す
｡

1
九
三
九
竺

ハ
月
末
調
査
に
よ
れ
ば

'
収
樽
七
'
七
九
九
､
九
〇

〇
噸
'

T
ヶ
年
の
過
剰
輸
出
米
は
三
百
寓
噸
空

Hll11P
I五
十
音
噸
'
こ
れ
西
Zl'LuTT
.
バ
ン
コ
ッ
ク
輸
山
米
の
合
計
数
畳
に
E
J敵
す
る
も

の
な
-
｡
毎
年
九
月
の
平
均
手
持
米
高
は
六
十
常
噸
内
外
⊥
デ

｡
そ
の
他
に
て
は
胡
概
要

'

0
0
0
噸
'
生
綿
花

7
八
-
七
〇
〇

噸
'
落
花
生

l
八
〇
'

0
0
0
噸
'
其
他
白
1°･T等
あ
り
､
良
質
に
し
て

一
時
日
本
は
四

〇
､

C
O
O
噸
輸
入
し
た
る
こ
と
あ
-

｡
其

ビ
ル
マ
の
資
源
と
産
鵠
-
宜
易

第
二
番

7
0
三

第

一班

r〇
≡



l

止了
.

ビ
ル
マ
の
資
源
と
産
業
と
貿
易

他
小
変
'
小
豆
､
煙
草
'
砂
糖
あ
-
｡

四

水

産

資

源

各

稚

魚
緋
'
虞
珠
'
高
輝
きl
t
r(
ツ
ボ
ン
等
あ
.･:1
Q

第
二
巻

一
〇
四

第

7
既

一
〇
四

こ

.-
･･

∵
昔

.＼∴

†
脚

ビ
ル
マ
は
統
計
の
な
き
園
で
あ
る
C
常
陸
の
調
査
報
告
の
困
難
が
こ
･.
に
あ
る
の
で
あ
る
.
ビ
ル
マ
の
事
情
が
日
本
或
は
海
外
に

紹
介
せ
ら
れ
ず
に
終

っ
た
理
由
は
全
-
斯
様
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
.
ビ
ル
マ
は
長
い
間
大
印
度
の
l
州
と
し
て
統
治
せ
ら
れ
'
印
度

政
肘
統
計
局
の
一
部
と
し
て
取
叔
ほ
れ
た
｡
尭
年
ビ
ル
マ
が
印
度
か
ら
分
離
統
治
せ
ら
れ
'
各
種
統
計
も

一
単
位
と
し
て
編
纂
せ
ら

る
1
だ
ら
う
と
期
待
せ
ら
れ
た
が
壕
算
の
関
係
上
苦
行
せ
ら
れ
す
'
特
に
今
次
の
事
整
以
葬
は
秘
守

王
藁
と
な
-
､
統
計
の
公
開
が

1
部
封
ぜ
ら
れ
'
今
日
は
経
滞
'
貿
易
の
事
項
に
関
す
る
も
の
す
ら
虞
相
歓
知
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
.
こ
1
に
公
表
す
る
ビ
ル

マ
の
床
業
も
統
計
的
解
説
は
不
可
能
の
た
め

C
ottag
e

l
nd
ust
rjes
B
u
rm
a
を
中
心
と
し
て
其
他
は
筆
者
の
嘗
確
見
聞
に
塞
き
説
明

す
る
JJ
と
1

せ
り
.
要
は
ビ
ル
マ
の
産
業
は
白
給
白
足
し
得
る
か
'
本
邦
品
の
輸
出
に
ど
の
程
変
の
影
響
を
輿
ふ
る
か
等
て

敦

が

業
者
の
参
考
資
料
た
-
得
れ
ば
可
な
り
.

Z

ビ
ル
マ
窪
柴
不
振
の
理
由

英
本
圃
の
ビ
ル
マ
産
業
政
策
は
那
透
に
あ
る
か
知
る
由
も
な
い
が
.
JJi)
ル
マ
の
現
状
を
見
れ
ば
大
枚
想
像
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

ビ
ル
マ
に
は
大
草
あ
る
に
拘
ら
ず
'
工
業
ま
た
は
商
業
の
畢
校
が
な
い
｡
若
し
英
国
が
ビ
ル
マ
を
印
度
同
株
に
育
成
し
ょ
う
と
の
考
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上
｣

J.々

の
要
望
あ
-
二
三
の
織
物
指
導
所
を
増
設
し
た
る
に
止
め
た
｡
例
の
デ
イ
バ
イ
ド

･
エ
ン
ド

･
ル
ー
ル
主
義
に
平
行
し
､
民
は

知
ら

ヽ

し
む
可
ら
ず
治
む
べ
L
で
､
ビ

ル
マ
を

爪
久
に
農
発
国
と
し
て
置
き
'
共
晶
堕

罪
の

一
市
場
と
し
て
封
ぜ
ん
と
す
る
政
策
に
伐
る
も

の
で
あ
ら
う
｡

l
誼
に
は
､
ビ
ル
マ
は
地
理
的
に
見
て
印
度
と
蓬
払
安
全
地
帯
と
見
る
詩
に
は
行
か
ぬ
.
そ
れ
故
に
ビ
ル
マ
に
大
規

模
な
恒
久
的
産
業
設
備
を
設
-
る
JJ
と
は
危
俸
で
あ
る
と
の
見
方
に
よ
-
.
英
国
は
こ
れ
を
放
任
し
置
-
と
の
議
論
も
あ
る
横
だ
｡

巷
間
侍
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
'
ビ
ル
づ
の
東
通
ム
ー
ル
メ
ン
市
に
米
国
人
が
粕
嘗
帝
大
な
る
土
増
を
買
収
し
､
其
地
上
に

工
業
尊
校
を
建
築
す
る
計
憲
Li
J
,観
て
LuJ
工
に
荷

車
せ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
が
'
こ
の
,,J
と
か
ビ
ル
マ
政
府
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
-
'
直

ち
に
其
計
芸
の
中
止
を
命
ぜ
ら
.-iL
J
t/｡
姦
蔦
等
僻
封
英
京
の
中
央
政
和
の
問
冠
と
な
-
p
結
局
す
る
に
米
人
の
こ
の
計
雷
盲

中
止
す

･Th
-･
iJ.
レ

し

ァ
牧

内
A
Lト
トpIJ
二
■
-一
に
非
)
.1A,
l
湖

の
㌍
瀬
,Lt..1bj輔

-ノゐ
傑
作

に

叫-l苧
打
･.克

っ
た

閃
O
ビ
ル

7
の

度
娼

な
る

も

の

は
.'il
ル

マ
政

府
な

り

英
本

圃

政
持
た
-
が
か
1
る

政

策
を
望
樺
す
る

以
上

其

菅

連

は

期
せ

ら

れ

史

で

あ

ら

う
0

次
ぎ
に
乗
る
間
越
は
ビ
ル
マ
の
塀
賛
問
題
で
あ
る
O
端
的
.tJ.
1耳
へ
ば
ビ
ル
マ
の
政
治
は
英
人
の
手
に
'
商
標
は
印
度
人
の
掌
中
に

在
る
と
云
ひ
得
る
.
ビ
ル
マ
に
は
比
校
的
大
賓
本
家
が
乏
し
い
の
で
あ
る
｡
然
ら
ば
小
額
な
香
木
を
集
合
す
る
株
式
組
潮
見
は
合
舛

組
織
に
し
て
.
ビ
ル
マ

人
の
事
業
は
出
来
る
で
あ
ら
う
か
と
云
ふ
疑
問
が
起
る
が
､
ビ
ル
マ
人
は
豪
族
制
度
下
に
あ
る
が
如
き
生
活

を
営
ん
で
ゐ
る
が
金
鐘
の
問
題
と
な
る
と
金
環
に
親
子
な
し
の
思
想
が
極
端
で
､
兄
弟
と
経
も
耳
に
出
資
し
て
事
業
経
営
な
ど
は
殆

ん
ど
困
難
で
あ
る
｡
そ
れ
か
ら
ビ
ル
マ
敢
舎
人
の
株
式
に
封
す
る
通
念
は
如
何
と
云
ふ
に
'
先
覚
者
の
失
敗
は
投
賓
を
危
険
視
す
る

に
至
っ
た
｡
今
日
は
中
々

麿
暮
し
た
い
O
ビ
ル
マ
人
同
志
の
資
本
の
集
化
の
困
難
な
る
こ
と
は
'
筆
者
が
先
年
ビ
ル
マ
商
業
聯
盟
創

ビ
ル
マ
の
資
源
と

湊
業
と
貿
坊

第

二
啓

一
.U
茄

第

1
既

i

C)五



ビ
ル
マ
の
資
源
-
渡
米
と
貿
易

第

二
巷

1
〇
六

第

1
耽

10
六

立
の
鰹
陰
に
徹
し
て
明
な
り
｡
こ
の
ビ
ル
マ
の
事
業
費
金
化
甑
難
な
る
こ
と
は
ビ
ル
マ
人
同
志
の
事
業
が
起

ら
ざ

る原
因
で
'
産
業

不
振
の
理
由
で
あ
る
｡

頻
力
問
題
は
如
何
と
云
ふ
に
.
現
在
の
努
力
の
大
部
分
は
印
度
勢
力
に
よ
-
て
占
め
ら
れ
て
居
る
が
'
即
変
人
'
ビ
ル
7
人
の
労

力

目

指

挙

n

-bh｡,を
労

.石
化

,
,J
､ハ

マ
人
ti

ul,=雛
<
化

及

ぼざ

る

削

が
ぬ
.心

排
流
･
L
バ
マ

の
弊
カ
,(uIH
水
の

弊
力

に
比
較
す
か
-.iiデ

封

四

で

あ

る
O
距

骨

に
云

へ
ば
'

ビ
ル
マ

労
働
に
よ
る

事業

は

賭

衆は
保

詮
の
限
-
に
あ

ら

ざ
る
も
'
製
缶

ま

邑
寮
な
A
つ
な
o
ビ

ル
マ
事
業
の
努
力
は
外
国
旅
人
に
侯
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
結
論
と
な
-
.
比
較
的
高
値
と
な
る
の
で
あ
る
｡
総
括
的
竺

茶
ふ
な
ら

ば
ビ
ル
マ
に
放
け
る
努
力
に
封
し
て
は
注
意
を
以
て
す
る
こ

と
で
あ
る
｡
最
後
に
動
力
輸
蓮
力
の
此
較
的
高
値
に
な
る
こ
と
'

工
業

資
材
'
機
械
或
は
部
分
品
と
原
料
は
海
外
の
供
給
に
傑
存
す
る
関
係
上
'
生
産
を
な
す
こ
と
は
高
値
と
な
る
Q
叙
上
の
諸
鮎
を
理
由

と
し
て
ビ
ル
マ
の

1
般
産
業
の
普
偏
化
は
前
途
遼
遠
な
-
と
断
案
が
下
さ
れ
る
.

牌
釆
ビ
ル
マ
に
て
事
業
を
企
董
す
る
人
は
ビ
ル
マ
人
の
性
能
と
印
緬
努
力
の
綜
合
と
合
理
化
の
諸
部
に
渉
-
潔
-
意
を
注
が
ね
ぽ

な
ら
ぬ
｡

〓

ビ
ル
マ
重
要
産
業

(1
)

精
米
業

十
数
年
以
前
の
ビ
ル
マ
精
米
業
は
英
'
印
'
猫
'
麦
の
資
本
系
統
に
よ
-
経
営
せ
ら
れ
'
相
互
監

脚
季
し
た

時
代
で
､
蓋
し
ビ
ル
マ
精
米
業
史
の
全
盛
な
時
代
で
あ
っ
た
｡
然
る
に
時
代
の
推
移
に
件
ふ
て
英
賓
本
の
前
に
は
悉
く
屈
せ
ざ
る
を

′

得
ず
し
て
蓮
に
英
系
ス
チ
ー
ル

∵
フ
ラ
サ
ー
に
統

l
せ
ら
る
1
に
至
っ
た
｡
''i)
ル
マ
精
米
の
覇
業
は
仝
-
同
社

の
掌
中に
蹄
し
た
が

勝
者
の
悲
哀
な
る
も
の
は
彼
の
利
莞

諒

に
よ
-
反
封
の
気
勢
を
見
る
に
至
っ
た
.
即
ち
近
代
的
大
企
菓
ビ
ッ
グ

･
,,,
八
に
判
抗
し



て
中
小
精
米
所

ス
モ
ー
ル

･
,,,
ル
の
創

立

を

各

所
に

見
る

忙

璽

つ

た

が

､

機
械
の
入

手
難は
嘗
分
掌
規
を
失
望
せ
し
め
て
居
る
｡

蒋
帝
ビ
ル
マ
米
買
付
上
考

へ
さ
せ
ら
れ
る
こ
･L.は
'
こ
の
中
小
精
米
所
の
分
散
が
具
し
て
成
功
し
た
と
き
は
産
米
の
格
付
規
格
の

不
統

…
は
輸
出
米
の
品
位
を
低
下
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
が
､
取
引
機
関
の
合
理
化
と
産
米
検
査
機
紺
の
設
立
は
必
要
で
あ
ら
う
｡

其
成
行
が
注
目
せ
ら
れ
て
居
る
｡

ビ
ル
マ
精
米
業
は
企
業
そ
の
も

の
か
ら
見
れ
ば
､
年
々

八
百
甫
噸
内
外
の
栄
が
精
米
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
世
界
の
偉
観

で
あ
る
｡

清
爽

｢
ビ
ッ
ク

‥
＼､
ル
｣
と

｢
ス
モ
ー
ル

･
ミ
ル
｣
と
の
封
立
如
何
の
問
題
は
'
ビ
ル
マ
の
精
米
事
覚
上
に
投
す
る
明
暗
の
影
で
あ

ら
う
｡

(2
J
架
材
業

ビ

ル
マ
は
戸
I
7
材
の
席
地
LJ
し
て
は
陸
相
タ
イ
紺
に
甲
L
遠

地
で
あ
=(ル｡
舛
他
多
量
望

転
築

舵
に
親
道
土

ば
英
印
に
弼
占
せ
ら
れ
て
居
る
.

(
3

)

製
油
事
業

エ
ナ
ン
ジ
ョ
ン
に
は
B
･
0
･Cと
云
ふ
英
系
大
骨
杜
あ
-
､
小
規
模
な
手
掘
油
井
を
除
く
外
は
こ
れ
亦
殆

ん
ど
英
系
に
猫
占
せ
ら
れ
て
居
る
O
近
代
的
設
備
の
も
の
で
ク
ル
ー
ド

･
オ
イ
ル
は
地
元
よ
-
蝕
の
パ
イ
プ
紅
よ
り
ラ
ン
グ
ー
ン
郊

/

叶

｢
シ
-
ヤ
ム
｣
に
移
送
4･.TJら
れ
'
･LJ
l
で
更
に
精
錬
せ
ら
れ
て
盾
-
'
粕
常
偉
大
な
る
設
備
だ
よ
柄
せ
ら
れ
て
屠
る
｡

(
4

)

銀
山
事
業

ボ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
の
ナ
ム
ツ

･
マ
イ
ン
の
節
銀
山
は
投
資
額
か
ら
見
て
も
ビ
ル
マ
弟

1
の
錬
山
で
'
資
本

は

一
億
留
比
と
構
せ
ら
れ
'
其
設
備
か
ら
見
て
も

エ
ナ
ン
ジ

ョ
ン
の
B
･
0
･Cと
相
並
ぶ
構
綱
格
で
あ
ら
う
.
其
他
錫
.
ウ
ォ
ル
フ

ラ
ム
錦
山
大
小
数
十
あ
る
o

ビ
ル
マ
の
資
源
と
席
業
と
貿
易

第

二
懸

1
〇
七

第

1
就

1C七



ビ
ル
て

の
資
源
と
産
楽
-孟
見
易

第

二
蕃

一〇八

第

l.
就

1.〇八

(5
)
石
鹸
工
場

小
規
模
の
沈
毅
石
壁
工
場
が

ラ
ン
グ
ー
ン
市
郊
外
に
十
数

ヶ

所
あ
り
'

未
だ

自
給
自
足
の

域
に
到
達
せ

ぬ
｡
時
局
柄
曹
達
次
等
の
餐
材
不
足
で
経
営
難
に
隔
T<
つ
て
居
る
o

(6
)

て
ソ
チ
工
業

ラ

ン
グ

ー
ン

に
大
小
坤
内
外
の
小
工
場
あ
-
､
肖
見
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
｡
し
か
し
多
少
カ
ル
カ
ッ

タ

u

∵
LT
が
抑
人
せ
ら
れ
いヤ
ー･
和
光

t;rJ
あ
卑

し
其
佃
の
=
楓

-
1
千
は
粍
人
望
純
ー
/･1Jな
つ
.花
竹
渇
仰
は
瑞
臥
..
ヨ
i
i

n
女

術
tj

よ
つ
た
が
透
に
H
暢
側

は
其
劫
節
を
離
解
せ
り√d
l
FHl
/′rK

(7
)
ゴ
ム

'
カ
ン
バ
ス
靴
工
業

日
ー
UIE=
系
の
資
本
に
て
経
営
せ
ら
れ
二
つ
の
工
場
あ
-
､
何
れ
も
低
級
の
も
の
1
製
造
に

喜
念
す
る
和
督
な
も
の
で
あ
る
.
部
品
輸
入
に
相
雷
打
撃
を
輿

へ
た
株
に
観
察
せ
ら
れ
た
ぐ

′
LJ･
J

T

ク
,ノ
I
,l

実

ビ
ル
マ
の
天
然
瓦
斯
む
利
用
す
る
唯

1.
の
セ
メ
L.
ト
u
易
b
牡

牛
生
産
耕
六
常
噛
む
TIIr標
に
設
立

ヽ
__
/

tl1
_.
/
,
]
]i]L.

せ
ら

れ
た
o
製

品
は
初

め

息
は
し
か
ら
ぬ
と
博
へ
ら
れ
た
が
漸
次
改
善
せ
ら
れ
'
今
日
は
相
昔
の
も
の
と
な

っ

た
｡
株
式
は
公
募
に

附
せ
ら
れ
'
英
印
紙
の
綜
合
資
本
に
よ
り
て
成
立
し
た
.
特
色
は
株
式
の
割
昔
が
即
緬
の
セ
メ
ン
-､
嬰
軍
人
を
し
て
行
は
し
め
た
こ

と
は
製
品
の
販
茸
上
室
極
安
常
を
得
'
良
好
の
慣
格
を
維
持
し
て
放
資
せ
ら
れ
て
居
る
新
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
｡
こ
の
工
場

の
出
現
に
よ
-
ビ
ル
マ
は
セ
メ
ン
ト
の
自
給
自
足
が
出
禿
た
O
従
て
邦
品
'
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

･
セ
メ
ン
ト
の
販
路
は
塞
が
れ
た
.

(9
)
莫
大
小
工
業

ラ
ン
､ク
ー
ン
郊
外
イ
ン
セ
ン
忙

1
大
莫
大
小
工
場
が
あ
る
o
資
本
百
五
拾
寓
儲
比
投
ぜ
ら
れ
'
面
積
'

設
嘩

従
業
月
の
鮎
か
ら
見
れ
ば
印
度
を
含
む

1
二
を
競
ふ
工
場
と
せ
ら
れ
'
日
本
人
技
師
こ
れ
を
指
導
し
､
普
通
メ
-
ヤ
ワニ

ヶ

年
二
十
五
博
打
以
上
が
生
産
せ
ら
れ
て
居
る
o
就
中
印
緬
業
者
の
従
爽
行
は
ぎ
-
し

｢
フ

ァ
ン
シ
ー
｣
も
の

｢
キ
ワ
モ
/
｣
の
生
産

を
行
ふ
忙
至
り
邦
品
の
輸
出
に
甚
大
な
る
影
響
を
輿

へ
て
居
る
｡



t
t
r
'
さヽ

をi,･
jI･.A.
,'･1-ト.

序
に_
説
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
'

',n
ム

靴
の
工
場
と
云
ひ
'こ
の
工
場
と
云
ひ
'
日
本
の
技
術
が
か
-
あ
ら
し
め
た
と
云
ひ
得

ら
れ
る
｡
そ
れ
故
に
清
爽
共
柴
圏
の
諸
邦
に

対
し
.
我
匪
と
し
て
技
術
派
遣
を
無
制
限
に
行
ふ
べ
き
か
香
や
の
問
題
は
蔑
め
計
量
性

を
有
す
る
根
本
理
念
の
持
合
せ
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
.
特
に
朝
鮮
半
島
'
支
部
､
蔓
燭
の
産
業
計
琴

日
本
本
圃
の
計
葺
と
封
潔

し
不
動
悠
久
而
も
伸
縮
性
を
有
す
る
大
東
正
共
栄
圏
円
に
1
大
程
合
産
柴
計
筆

打
撃

止
す
る
JJ
と
が
紋
-
可
ら
ざ
る
事
項
で
あ
り
'

其
企
葺
の
根
本
理
念
は
'
二

)
圏
内
望

け
産
実
機
閲
の
調
査
と
調
整
'
(
二
)現
地
の
地
理
的
特
徴
JJ
放
冷
と
の
検
討
を
究
め
'
最
も

有
効
適
切
に
鷹
理
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
0

縄
-
ビ
ル
て
上
せ
ず
'
共
栄
固
辞
邦
は
政
清
的
に
白
主
'
自
治
を
念
願
と
し
て
皆
る
O
経
て
整
糞
の
miLLL主
的
開
放
'
経
済
の
白
給

自
足
を
詩
壇
し
て
屠
る
G
彼
の
敢
洲
大
乱
!JL
唱
伊
が
世
界
<
の
期
待
以
上
に
我
uE
lを
鮮
頚
せ
し
め
罵
りq
理
由
と
原
因
は
.
猫
軍
の
精

排
日
7借
り
物
を

.-
T
j
T･
鞘
為
す
〃
た

い｡
弛
∵
ーJ
-
-

｣

の
班

IF

]

､
ヒ
､h･tIJllhJン
■
/
U
桝
と
程
せ
L
L
l
±
Ll
･ふ
蔓
愉
な
る
理

想
か･J故
局
進
展
の
随
所
に
鷺
行
し
行
-
＼
と
こ
ろ
に

麻
布
し
て
居
る

の
で

あ

る
こ
と
に
着
眼
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
.
さ
れ
ば
海
外
技
術
の
源

遣
問
題
に
関
し
て
も
極
め
て
庫
義
な
る
意
味
を
以
て
臨
む
べ
き
で
あ
ら
う
が
'
然
し
無
統
制
の
ま
1

こ
の
重
要
問
題
を
放
任
し
置
-

こ
と
は
母
国
産
嶺
の
横
符
が
輸
出
せ
ら
れ
'
埴
て
は
自
国
産
業
の
危
機
を
掬
-
こ
と
に
な
る
o
然
し
な
が
ら
技
術
派
遣
の
封
鎖
は
機

械
並
忙
半
製
品
と
化
皐
薬
品
の
販
路
を
失
ふ
に
至
る
.
日
本
が
技
師
を
造
ら
ず
と
せ
ば
他
国
欧
栄
の
披
術
に
よ
る
JJ
と
･̂
な
る
o
そ

れ
故
に
工
場
の
設
計
は
技
術
者
自
身
の
観
か
ら
全
部
の
も
の
が
購
入
せ
ら
る
ゝ
こ
と
に
な
る
｡
か
1
る
が
故
に
技
術
派
遣
を
禁
す
る

と
云
ふ
こ
JJ
は
責
れ
る
も
の
ま
で
封
す
る
と
云
ふ
JJ
と
に
も
在
る
o

l
方
先
進
園
と
し
て
大
に
圏
内
諸
邦
を
誘
接
補
導
す
べ
き
立
場

に
あ
-
な
が
ら
'
こ
れ
と
し
も
封
す
る
と
云
ふ
事
は
大
森
的
に
考
へ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
.
か
･̂
る
清
爽
の

｢ヂ

リ
マ
｣
は
未

ビ
ル
マ
の
茸
源
と
座
業
と
貿
易

第
二
番

一C
九

第

一班

1

C)九



ビ
ル
マ
の
資
源
と
産
業
と
貿
易

第
二
審

二

〇
第

1
統

一

1
r)

前
に
顧
慮
し
置
-
JJ
と
が
賢
明
で
あ
ら
う
.
こ
の
鮎
を
指
摘
し
共
栄
圏
確
立
上
の
婁
龍
鮎
晴
の
望

息
あ
る
べ

き
こ

と
を
強
調
す
る
次

第
で
あ
る
｡
技
術
況
遠

の
問
題
に
次
ぎ
､
最
近
牛
島
'
上
海
地
方
に
新
工
場
が
設
置
せ
ら
る
ゝ

こ
と
で
あ
る
が
､

こ
の
問
題
も
内
軸

産
業
と
封
潔
し
均
衡
を
椎
持
せ
し
む
る
こ
と
､
並
に
牛
島
八
及
び
上
海
土
着
民
の
梓
茶
を
も
料
的
し
取
扱
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
.
,LJ

)
乙ヨハヒ
ト
=
J,,I
lt臣
ト
ー
1す
｢
-⊃
しこ
l.tl
nr･1モ
Jlr･rL
=
lriLー
1r～
lb
‥
･J･,l
l
-
=
∃1ワしこ
HT･J
rr-
LrrTl二
､･,,tJ
､
7=
1
1

二

･
.
v(した
M
lt
rU
u7
日

t･
,

あ
る
が
､
典
造
営
の
如
何
に
よ
り
て
は
本
邦
産
業
-
貿
易
の
敦
死
刑
た
ら
サ

三
㌔

企
婁
院
に
於
て
本

断
髄
む
本
格
的
に
検
討
せ
ら

れ
ん
こ

と
を
要
請

す
｡

1_

(
10
)

手
織
棟
工
業

ビ
ル
マ
子
織
機
茎
数
は
十
寓
重
と
構
せ
ら
れ
て
居
る
｡
ビ
ル
マ
表

内
工
業
課
は
創
立
茶
に
十
五
年
を
迎

へ
た
が
着

々
と
し
て
柴
者
の
指
導
上
好
成
績
を
馨
げ
て
居
る
0
7
マ
ラ
ブ
-
.
.フ
･
サ
ウ
ン
ダ
ー
ス
･
ウ
エ
ー
ゲ
イ
ン
ク

･
イ
ン
ス
テ

∫l

チ
ユ

ー

卜
(S
a
un
d
ers
W
ea㌢
g
in
stltute
,Am

araP
u
ra)
は
ビ
ル
マ
機
業
指
導
の
総
本
山
で
あ
る
が
嘗
局
監
督
の
下
に
従
衆
の
三

倍
能
率
増
進
に
成
功
し
た
と
億

へ
ら
れ
た
｡

即
ち
新
型
織
機
JJ
共
に

B
eami
｡
g
an
d
S
IN
tn
g
M
achln
e
･
W
arp
ln
g
M
achine･B
ob
b
in

W
in
d
in
g
M
achine
を
布
託
し
た
.

こ
の
指
導
に
よ
り
業
者
は
生
産
増
進
し
た
と
云
点
れ
て
居
る
｡
之
に
rLi
-
業
者
は

盲

刺
戟
を
受
け
活
況
富

ま
す
る
に
至
っ
た
｡
棟

柴
中
心
地
と
し
て
左
の
諸
地
方
が
拳
げ
ら
れ
る
｡
A
m
arap
ura.H
an
za
,S
h
w
ead
a
u
n
g.
P
ad
auTlg.S
e山kk
un.C
h
ib
a.B
ud
a
]】np
eg
u
.

H
enzada,T
harraw
ad
d
y
而
し
て
JJ
の
地
方
に
は
新
式
設
備

が
加

へ
ら
る
1

に
至
っ
た

.

ラ
ン
グ
ー
ン
市
に
は

B
ulm
a
H
a
n
d
l..
m
T
extlle
D
e
pot
あ
･1
.
放
資
と
宜
借
を
行
ふ
て
居
る
｡

1
方
ラ
ン
グ
ー
ン
郊
カ
マ
ユ

(K
a
m
ayu
t

)
に
は
織
物
試
験
所
あ
-
'
中
央
政
府
の
施
設
機
等
と
協
力
'
上
々

の
放
縦
を
見
る
に
至
れ
1-
と
報
ぜ
ら
れ
た
｡
ビ
ル
マ

以下一九三八年大月ビ/レ7政府公衆の調査書参考とす

-王

t■
t暮
■
■
t
t



手
織
機
工
実
の
嶺
達
増
産
し
っ
1
あ
る
こ
と
は
外
囲
よ
-
帝
人
せ
ら
る
1

綿
糸
､
ス

フ
糸
輸
入
統
計
表
よ
-
も
椎
葉
せ
ら
れ
る
｡
手

織
磯
生
産
は
ビ
ル
マ
仝
泊
費
警

富
の
二
割
五
分
と
見
ら
れ
て
唇

勺
か
ら
.

推
算
教
皇
は

1
ヶ
年
生
産
五
千
五
首
肯
硯
は
あ
る
で
あ
ら

う
｡ビ

ル
マ
政
府
は
地
方
=.苦
汁
の
懇
望
を
入
れ
.
技
師
流
通
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
1
L
F

l
九
三
八
年
四
月
十
九
日
ウ
-

･
ポ
ー
･

チ
ャ
ン
の
任
命
を
見
た
O
技
師
の
指
導
方
針
は
'
(
イ
)
骨
融
又
は
個
人
生
表
品
の
試
翰
'
(
ロ
)
生
産
品
の
模
準
化
指
導
'
(
ハ
)指
導

員
派
遣

の
l/S
旗
と
織
機
の
度
桶
音
頭

'
(
ニ
)
生
産
品
の
市
場
間
柘
と
販
膏
斡
旋
等
で
あ
る
o

サ

ウ

ノ
･b
I
t'
･
キ

ュ
ー
11
ト
ン

ー

＼

‥1
:

二

ノ

土

ユ

ート

の
覇
業
成
請
計
克

る
に
.
別
マ
戻

衆
二
十
四
年
の
月
日
を
経
て
赫
-

調
に

好
成
績
を
見
て
居
る
.
最
近
ヤ
-

･
エい
-

･
チ
ャ
ン
氏
の
後
根
譜
と
し
て

ラ
ン
グ
ー
ン
の

B
･H
･T
･D

の
支
配
人
ク
リ
シ

ウ
-

･
コ
･
コ
･
デ
ー
氏
の
年
前
を

[
ふ
た
が
ー
同
氏
は
筆
者
の
友
人
で
あ
り
元
蔵
前
の
京
重
荷
等
工
業
畢
校
卒
業
生
に
し
て
豊
富

な
る
知
識
と
達
誰
旦

伺
す
る
好
首
の
紳
士
で
あ
る
.
因
に
同
氏
は
各
方
面
よ
り
大
に
期
待
せ
ら
れ
て
居
る
】
生
億
の
敦
も
増
加
し
嘗

朗
の
内
容
も
面
目
を

1
新
す
る
に
至
っ
た
o
ヤ
了
7
プ
ー
ラ
の
指
導
貞
養
成
の

1
殻
を
見
る
に
左
の
如
し
O

(

a

)

C
･
u
r川e
S
O
f
Tns
tL
uC
tL
O
n
s

理
論
と
菅
物
教
育
の
綜
合
'
上
rL･
の
二
部
に
分
っ
て
教
育
を
確
し
っ
1
あ
-
.
機
業
の
努

力

節

約
'

意
匠
'

犯
色
'

壌
理
等
の
教
授
.

(
ち
)

EJ
u
J
p

m

e
n

tS

本
年
よ
-
は
チ
ャ
カ
I
l

･

j
R

轡
磯
を
布
荒
し
'

杵
猪
又
は
推
参
な
慎
様
を
有
す
る
意
匠
の
も
の
を
織
出

ビ

ル
マ

S

璽
児

と
席

溝
と
居
易

第
二
巻

二

1

第

!
航

1
二



ビ
ル
マ
の
資
源
-
産
米
と
貿
易

第
二
馨

二

二

碍

!
班

二

二

す
こ
と
を
教
育
す
0

日
本

よ
-
改
良
織
機
を
購
入
し
試
験
に
成
功
し
た
｡

(

｡

)

A
dm
l
S

Sio
n
s

人
草
希
望
者
は
前
者
の
四
十
五
名
に
封
し
百
十
名
に
達
し
た
｡
其
中
四
十
九
名
は
女
子
並
に
バ
モ
ー
管

値
の
二
名
の
カ
チ

ン
人
あ
-
た
-
｡
現
在
卑
生
を
見
る
に

部 級 上
′~-ノ､.･一･一-

計 /!女〟賢

子一 三lL
′̀~ヽ′へ ′＼ ′′＼
煎有無 有

給給給紙
著者着帯
)＼_../＼.ノ､､′

四 一
九二三六 六
名名名名字T

'ーハl¶ハ]中小ト

.I..
I
..･..
.

削

L
二

〇
名

T

j
各

二二Z1

中
卒
発
生
六
名
あ
り

中
修
了
者
聖

ハ
名

JJ
れ
ら
の
畢
生
は
寄
宿
生
と
し
て
収
容
せ
ら
れ
.

所
内
に
は
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
､

ホ
ッ
ケ
ー
･
テ

…

･

テ

ン
ロ
ン
等
退
勤
設
備
あ

わ

(

保
健
状
態
は
概
し
て
可
な
-
.

∫

堅
牢
色
を
以
て
捺
染
す
る
試
験
に
成
功
し
た
と
こ
ろ
が
絹
地
に
樹
す
る

M
u
l
ti
Colo亡red
A
c
h
eik
D
e
sig
n
P
rin
-eJ
な
る
も
の
は

杢
ビ
ル
マ
の
需
要
を
喚
起
し
全
盛
を

不
し
た
｡
(2
)
絹
糸
撚
機
械
の
使
用
試
験

こ
の
試
験
も
満
足
に
終
り
近
代
的
新
機
械
の
使

用
を
以
て
埼
染
'
染
色
共
に
改
長
が
加

へ
ら
れ
高
親
結
布
の
生
産
も
可
能
な
り
と
の
確
信
を
得
た
も
の
1
如
し
｡

更
に
製
品
の
展
示
並
に
指
導
方
面
を
見
る
忙
'
製
織
加
工
試
管

買

示
に
閲
し
各
方
面
よ
り
俵
額
を
受
け
つ
ゝ
あ
る
も
,
経
費
換

算
の
関
係
も
あ
-
'
各
地
に
於
て
こ
れ
を
行
ふ
事
は
不
可
能
に
し
て
ー
結
局
ラ
ン
グ
ー
ン
市
に
開
催
せ
ら
れ
た
る

A
rts
a
ndC
.afts

lh
h

lbitio
ns
に
於
て
相
首
大
規
模
に
行
は
れ
た
O

展
示
骨
は
バ
セ
ン
'

ク
ト
ン
'
テ
ン
ゼ
-
ク
等
に
於
て
行
は
れ
･

中
に

㌢
フ
ン



濁

ヨ

ヨ

ー
T
.
S

T･
讃

JP
L.aycht

bnd
BanEk
.
k
の
作
慧

示
は
好
評
毒

し
た
｡
昔

誓

中
心
地
に
は
指
苦

の
豊

差

ふ
て
要

具

へ
つ
1
あ
-
.
巡
査
並
に
軍
人
に
使
用
せ
ら
る
1
外
国
輸
入
カ
ー
キ

ー
の
代
用
品
と
し
て

P
in
n
i
D
ritl
の
製
織
が

奨
励
せ
ら
れ
て

居
る
｡

次
ぎ
に
ヲ
ン

グ
ー
ン
郊
外
の
カ
マ
A
I
の
稚
物
試
験
所
に
於
て
行
ほ
れ
た
指
導
的
作
柴
を
見
る

に
､

(I
)

碑
文
拙

G
aung
･
B
aun
g
⑲
製
織

フ
ァ
ン
シ
ィ
7.
ザ
イ
ン
に
よ
る

ス
フ
'

ロ
ン
ギ
イ
I
の
製
織
ジ
ャ
カ
ー
ド
式
機
械
使
用
に
Jd
る

A
ch
eik
P
asoe
,

の
製
織

(

2
)
日

本
製
機
械
D
lu
btin
g
M
ach
in
e
使
用
に
よ
る
.''t
y

コ
ッ
ク
ロ
ン

ギ
イ
～
の
製
織

(

3
)

家
庭
織
慣
用
パ
タ
ー
ン
の
製
織

.1
4
)
j･Ll.Le;
fyToo
.len
Y
a･rn
を
琵
材
と
す
る
カ
ー
ベ
ツ
ー
維
伯

(LLj)

シ
ル
ケ

ッ
ト

柵
ス
フ
糸
使
用
ー
ビ
ロ
ー
ド
織
物

(
6
)

人
絹
タ
レ
ツ
プ
糸
に
｣Ju
;C･グ
ーノ
ッ
ブ
'
ロ
ン
ギ
T
I
の
製
織

(

7
)

コ
｣
-
月
サ
ー
ジ
,
フ
ラ
ン
ネ
ル
･
ロ
ン
ギ
イ
ー
の
製
織

(8
)

ス
'
フ
糸
陵
月
シ
ヤ
ー
テ
ン
デ

等
各
藩
の
製
織
試
験
を
施
し
研
究
中

で
あ
る
O
こ
れ
を
要
す
る
に
ビ
ル
マ
の
手
織
工
業
な
る
も
の
は
豪
円
工
業
と
し
て
は
充
分
な
る

儲
連
を
1.6
し
っ
-
あ
る
が
､

B
･EE
･T

D

の

1
ヶ
年
の
各
種
織
物
頗
襲
額
は
十
二
三
高
官
比
に
止
め
た
る
鮎
か
ら
見
て
も
海
外
輸

入
品
と
封
抗
し
て

1
般
商
品
化
す
る
に
は
前
途
遼
遠
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
す
る
の
で
あ
る
.

●

●'

(
m
)

陶
磁
券
糞

ビ
ル
.
マ
の
陶
磁
券
業
に
関
し
て
は
先
年
ム
ー
ル
メ
ン
地
方
の
調
査
を
行

ふ
て
見
た
が
'
極
め
て
幼
稚
な
も

の
.f,
談
す
る
に
足
ら
ぬ
①
陶
土
.
砥
石
多
量
町
有
す
る
鮎
か
ら
考
ふ
る
と
き
は
.
窯
業
は
成
立
す
る
可
能
性
は
充
分
あ
る
が
'
陶
業

は
こ
の
程
慶
に
止
め
.
民
間
の
需
要
は
関
税
を
引
下
げ
邦
晶
に
健
存
せ
し
め
た
方
が
寧
ろ
賢
明
で
あ
ら
う
｡
然
る
に

1
九
三
六
年
十

∫

ビ
ル
†
の
資
源
と
産
業
と
貿
易

第

二
番

一

一三
第

1
妨

l
こ
こ



ビ
ル

マ
の
資
源
と
産
業
と
貿
易

第
二
審

〓

E
I

第

11批
二

四

二
月
ビ
ル
マ
政
府
は
､
ビ
ル
マ
陶
柴
発
達
を
目
的
と
し
て
ラ
ン
グ
ー
ン
郊
外

T
hamai
ng
の
B
u
rm
a
P
o

tter
y
W
.
r
k

s‥M
aym
yo

M
r･
M

uc.
C
.llJs
P
.t
ter
y
W

.rk
s
に
封
し
十
蘭
留
此
並
に

1
筒
五
千
留
比
の
低
利
賓
金
を
貸
出
し
た
｡
と
こ
ろ
が
事

業
は
失
敗
に

終
ら
ん
と
し
て
居
･=
1.
政
府
は
副
費
の
回
復
は
困
難
と
見
倣
し
て
居
る
｡
筆
議
は
静
者
陶
業
H
場
,王
と
は
相
殺
の
間
柄
に
あ
-
t
等

柴
計
講
の
桝
期
1J
似
た
調
賓
し
た
r
I･∴が
め
つ
た
が
.
設
備
は

批

代

的
設
計
に
拭
き
鵜
逸
断
ilkJ稚
設
し
.
牡
附
は
救
う
牛
姫
劃
i)
節

畢
し
た
ビ
ル
マ
人
を
招
き
'
警

関
も
花
喝

テ
-
セ
ッ
ト
'
デ
ィ
ナ
ー
セ
ッ
ト
簿
で
中
々

可
と
申
す
べ
t

か
･･
か
響

箭

市
場
に

出

て
閲
穂
高
な
部
品
と
教
卒
す
る
に
至
ら
ば
'

ラ
ン
グ
ー
ン
一
ヶ
年
六
十
七
寓
留
比
の
章

緒
を
有
す
る
販
茸
に
影
響
を
輿
ふ
る
に
至

ら
ん
か
と
恩
ひ
し
に
'
事
柴
資
金
は
殆
ん
ど
工
場
設
備
に
兼
官
し
'
開
業
に
入
り
経
営
困
難
と
な
っ
た
Q
工
場
主
は
自
分
に
日
柄
令

雛

の
組
織
を
提
議
し
た
が
面
白
し
き

1
間
函
で
あ
る
と
息
ふ
て
居
る
｡

右
の
次
第
な
る
に
付
き
邦
品
は
近
き
将
来
に
影
響
な
し
と
見
て
可
な
る
べ
L
o

(12
)
漆
器
工
業

営
諸
工
業
は
ヒ
ル
マ
土
産
品
中
最
も
生
命
あ
る
有
望
事
業
の

1
つ
で
あ
る
と
確
信
し
て
居
る
0
円
外
の
需

宴

'
製
品
の
品
位
'
徒
弟
賢
成
と
史
的
根
嘩

資
材
と
資
本
踊
係
か
ら
見
て
賂
衆
相
億
の
蟹
達
は
期
待
し
得
る
で
あ
ら
う
.

部
品
と
ビ
ル
マ
土
産
品
を
比
較
す
る
に
'
生
産
の
分
野
を
具
に
し
て
居
る
か
ら
将
来
競
率
の
封
照
と
は
な
ら
ぬ
だ
ら
う
0
土
産
品

鼓
等
見
本
を
蒐
集
し
日
本
で
加
工
L
t
更
に
ビ
ル
マ
に
輸
出
を
試
み
ん
と
せ
L
が
.
加
工
賃
高
の
た
め
日
本
は
競
争
不
可
能
の
如
-

忙
察
せ
ら
れ
た
.
さ
れ
ば
日
本
と
し
て
は
部
門
を
異
に
し
た
方
面
に
向
ふ
た
方
が
賢
明
で
あ
ら
う
｡

ビ
ル
マ
の
北
方
パ
ガ
ン

(Pagan
)
と
構
す
る
奮
都
が
あ
る
｡
数
百
午
前
パ
ガ
ン
王
朝
の
存
在
し
た
と
こ
ろ
で
'
相
嘗
古
き
美
術
や

趣
味
が
今
日
に
於
て
も
存
L

t
パ
ガ
ン
王
朝
の
全
盛
時
代
が
偲
ば
れ
る
｡
而
し
て
漆
器
工
実
が
今
で
も
亡
び
ず
に
保
存
せ
ら
れ
'
史

r1.1

才
-



-

-
卑

､

.

.

p

的
方
面
か
ら
見
て
も
工
聾
美
術
か
ら
見
て
も
奥
味
し
き
も
の
が
あ
る
棟
だ
｡
ビ
ル
マ
政
府

は

パ

カ
ン
市
に

G
overnm
ent
T
｡ch
tllCal

S
c
ho
.
〓
o
r
L
acq
uer

W
o
rk
s
を
十
四
年
前
創
立
し
て
其
指
導
に
嘗
て
屠
る
｡
現
在
白
市
名
の
生
徒
を
収
容
し
て
頒
代
的
な
る
も
の

を
製
造
し
て
居
る

｡
三
孝
次
に
分
耕
し
教
育
を
施
し
て
居
る
｡
他
地
方
よ
-
も
士
徒
を
採
桶
す
る
が
垂
に
パ
ガ
ン
市
に
居
住
す
る
漆

辞
職
の
子
弟
を
招
き
'
珂
五
､
八

､
十
留
比
の
手
首
を
支
給
し
て
教
育
を
施
し
て
居
る
O
製
品
は
欧
米
に
紹
介
せ
ら
れ
'
特
に
倫
教

か
ら
引
き
切
れ
ぬ
証
文
が
故
せ
ら

れ
て
居
る
が
､
大
量
生
産
可
能
で
な
い
か
ら
引
至
ら
れ
ぬ
･1芸

ふ
｡
製
品
は
模
様
付
花
瓶
'
盈
セ

ッ
ト
t
.I,シ
ヤ
ー
､茶
托
.疾
壷
､家
庭
用
品
等
で
慮

近
は
金
銀
の
時
給
.
モ
ザ
イ
ク
模
造
品
の
如
-
済
帆
の
も
の
を
も
作
る
に
至
っ
た
｡

模
様
は
花
鳥
風
景
を
始
め
と
し
て
塵
史
藁
も
あ
る
が
､
中
に
は
硬
lk
.
に
し
て
精
巧
を
極
め
た
も
の
が
あ
る
o
木
'
竹
具
を
解
合
し

た
も
e
等
'
黙
卒
忙
し
.>
･趣
味
岬
府
･JL√
首

､ri
Lル
マ
範
肩
の
ナ
シ
ヨ.
ナ
ル
カ
ラ
ー
を
有
す
る
鮎
'
却
て
間
米
人
に
受
入
れ
ら
れ
-tJ
層

.h㍍
･
和
牛
鰐
傭
せ
ら
れ
り/斗糸
賀
由
円
に
出
口
E

かJ
ら
小
柳
汚
品
あ
1-
ノ'
入

来
の
申
小
数
成
し
7
月
-

1

TE
J

n=

l"
川

Lvlし
て
胡

7
付

-
U
見

鼓
け
ら
れ
る
C
丑
年
単
桜
に
て
平
地
黄
色
に
ナ
イ
ン
∵
ク
リ
ー
ン

･
ラ
ッ
カ
ー
禦
.ブ
ザ
ー
pl
用
皿
ー

ア
T
T(
･
ク
-
1
ム
･
カ
ッ
プ

'

ソ
ー
ス
･
ス
プ
ー
ン
製
作
に
成
功
し
､
又
薬
を
使
用
し
て
髭
塊
を
容
易
に
す
る
こ
と
に
も
効
果
を
畢
げ
'
ト
レ
イ
､
煙
草
八
等
を
作

り
好
評
を
博
し
た
｡
各
地
に
指
導
月
涙
道
講
習
等
を
行
ふ
て
繋
者
を
激
動
し
て
屠
る
O
恩
ふ
に
ビ
ル
マ
の
漆
器
工
潔
は
樹
民
性
即
ち

手
工
に
適
す
る
属
性
'
資
材
と
小
香
木
と
の
各
種
僕
件
を
具
備
し
て
居
る
か
ら
指
導
の
宜
し
き
を
得
れ
ば
他
市
場
忙
屯
輸
出
せ
ら
る

1
商
品
で
あ
ら
う
｡

其
他
賓
石
､
高
瀬
月
'
展
珠
月
.
木
工
細
工
等
々
あ
り
'
ビ
ル
マ
は
家
内
工
嶺
の
範
囲
に
於
て
相
常
襲
達
す
る
で
あ
ら
う
.

ビ
ル
マ

産
業
牌
発
を
概
指
的
に
打
診
す
る
に
'
ビ
ル
マ
の
産
業
は
育
成
指
導
の
如
何
に
よ
り
て
蕉
連
せ
L
や

1nOこ
と
が
可
能
で
あ

ビ
ル
7
の
資
源
と
産
業
と
貿
易

第
二
巻

二

五

第

1
既

H

五



好
打野
賢
YI

ビ
ル
マ
の
賓
源
と
産
米
と
貿
易

第

二
巷

7

〓

ハ

第

1
戟

二

六

る
｡
資
材
と
努
力
と
の
暫
三
品
な
鮎
そ
れ
で
あ
る
｡
現
在
或
る
程
度
の
工
業
化
至
難
と
せ
ら
る
･･
こ

と
は
火
力
電
気
使
用
の
た
め
動
力

空

荷
債
な
鮎
そ
れ
で
あ
る
｡
ビ
ル
マ
に
は
水
力
電
気
事
実
に
利
用
せ
ら
る
･
.
両
も
仝
ビ
ル
マ
1
圃
之
の
需
要
に
膝
じ
得
る
と
稀
せ
ら

る
･i
水
振
袖
は
'

シ
ャ
ン
ス
テ
1
-
円
イ
ン
レ
ー
ク
と
サ
ル
ウ
イ
ン

珂
合
流

C
3回
明
仁

乱
L
T
さ
れ
R.Jと
整

rJ
.̂1㌦
t{dC
火
j7
g
,.ri
ll.

柴

の

詐

放

助

成

従
弟
素
焼
の
知
育
棟
開
設
瀧
等
の
甜…
問
瀧
は
､-
.
刀
JJ

H
j岩
郎
歌
｣
転
-
可
ill,ぎ
[′義

顎
で
密
戸
弓

…

ビ

ル

マ
と

云
は
す
熱
帯
地
域
に
巌
す
る
共
架
圏
虚
栄
討
童
の
模
本
理
念
は
国
情
の
現
責
に
即
鷹
し
た
る
施
策
で
あ
る
.

第

一
に
温
帯
圏
内
に
有
せ
ざ
る
地
上
並
に
地
下
の
音
源
と
'
地
上
作
物
に
輿
ふ
る
自
然
力
の
利
用
を
先
行
す
べ
き
も
の
と
思
は
れ

ち
.
換
言
す
れ
ば
熱
帯
圏
は
農
業
国
と
し
て
育
成
す
べ
き
も
の
'
温
帯
圏
は
工
業
国
と
し
て
こ
れ
に
相
笥
し
'
相
互
に
自
然
法
則
に

順
臆
し
て
進
む
べ
娃
も
の
と
思
は
れ
る
O
世
鼎
経
済
新
髄
制
は
必
ず
や
こ
の
方
向
む
辿
る
で
あ
ら
う
O
葦

一
女
世
界
大
戦
は

世
界

巣
､
エ
両
国
の
均
衡
を
破
-
'
生
産
上
の
デ
イ
ス
パ
ソ
テ
ー
を
生
ぜ
し
め
世
界
貿
易
不
振
の
Eg
を
構
成
せ
し
め
た
嫌
が
あ
っ
た
.
午

後
は
か
～
る
こ
と
の
な
か
る
可
き
楼
調
整
す
る
こ
と
で
'
少
-
と
も
大
東
更
共
栄
圏
建
設
上
の
経
済
貿
易
の
指
導
根
本
理
念
は
菅
に

滋
に
有
す
る
も
の
と
確
信
し
て
居
る
が
'
ビ
ル
マ
も
其

1L
巽
と
し
て
其
特
徴
を
敬
球
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
G

炎
天
灼
熱
室
内
百
度
を
有
す
る
工
場
で
'
例
へ
は
相
子
器
'
陶
磁
器
を
造
る
よ
久

米
'
ゴ
ム
を
作
る
こ
と
.
而
し
て
民
需
品
は

悉
く
財
政
に
支
障
を
招
か
ざ
る
程
度
に
輸
入
閲
税
の
撤
殿
叉
は
低
減
を
断
行
し
て
国
民
に
格
安
な
商
品
の
提
供
を
輿
ふ
こ
と
が
賢
明

で
あ
ら
う
Q
意
ま
れ
た
る
自
然
力
を
捨
て
エ
美
化
す
る
な
ど
は
居
た
こ
と
で
あ
る
と
息
ふ
.

1
方
白
然
力
に
嵩
ま
れ
ざ
る
圃
柄
に
巌

す
る
国
が
熱
帯
の
模
倣
を
敢
で
し
た
と
こ
ろ
が
こ
れ
も
亦
同
じ
理
で
あ
る
｡
海
洋
を
利
用
し
'
新
し
き
理
念
の
下
に
進
む
べ
き
も
の

で
あ
る
｡



･-人妻

と
11

.

.

ビ
ル
マ

産
業
経
済
'
貿
易
に
関
し
て
は
且
鹿

的
意
見
多
々
有
す
る
が
公
表
の
自
由
を
有
せ
ず
'
但
し
繰
言
な
が
ら
無
方
針
無
計
雷

を
以
て
其
場
隈
-
の
施
策
は
預
め
封
す
る
が
賢
明
で
あ
る

)̂
と
を
碩
調
九
説
す
る
も
の
で
あ
る
｡

三

ビ

ル

マ
貿
易
の
概
況

本
論
に
於
て
は
統
計
の
如
き
を
排
し
'
重
鮎
を

(
こ

ビ
ル
マ
の
市
場
性
'
(
二
)
取
引
系
統
を
中
心
と
し
て
F
(
二
Z)
我
が
封
ビ
ル

マ
貿
易
施
設
機
関
に
置
き
'
率
直
な
る
意
見
を
述
べ
た
い
と
思
ふ
.

ビ
ル
マ

の
貿
易
は

!
ロ
竺
式
へ
ば
ビ
ル
マ
の
農
産
物
を
始
め
､
石
油
'
鉛
､
木
材
を
外
囲
に
賛
却
L
t
其
代
償
を
以
て
自
己
の
欲

軽
㌻
る
も
の
を
購
入
し
て
屠
る
o
不
況
の
折
柄
で
も

1
ヶ
年
貿
易
額
邦
頂
襖
算
拾
捨
閲
内
外
あ
-
て

l.
億
風
7i
上
の
肘
超
を
口端
L
L
J

I./:/-･:
･･=

一

市

場

性

ビ
ル
マ
は
上
層
階
級
と
下
唇
階
親
と
の
二
盾
に
分
れ
'
中
産
階
級
の
無
い
閲
で
あ
る
｡
こ
れ
ビ
ル
マ
の
悲
し
む
べ
き
と
こ
ろ
で
あ

る
た
め
に
'
外
囲
よ
-
輸
入
せ
ら
る
1
商
品
も
上
下
の
二
硬
に
分
類
せ
ら
る
1
の
で
'
欧
米
品
の
如
き
高
級
を

向
い
値
段
を
有
す
る

商
品
は
上
膚
部
に
供
給
せ
ら
れ
'
邦
品
は
下
層

1
般
人
に
供
給
せ
ら
れ
て
居
る
｡

ビ
ル
マ
人
間
に
は
今
日
倫
ほ
日
本
の
封
建
時
代
の
如
-
商
内
を
草
下
す
る
思
想
が
あ
っ
て
'
そ
の
結
果
商
品
は
'
賓
買
共
に
仲
介

人
の
手
を
経
て
1
般
泊
筆
者
に
換
供
せ
ら
れ
て
居
る
.

こ
れ

ビ
ル
マ
の
た
め
と
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

悉
-
外
商
社
た
る
欧
米

人
'
印
度
人
'
支
部
人
､
日
本
人
の
手
に
よ
り
て
行
は
れ
て
屠
る
と
云
ふ
も
過
言
で
な
い
｡

ビ
ル
マ
の
資
源
と
産
業
と
貿
易

軍

1*

7
7
4

#

7
S

I
T
V



ビ
ル
7
の
資
源
と
鷹
巣
と
yl
易

第
二
審

二

八

第
7
既

一
一
八

邦
品
輸
出
上
注
意
せ
ね
ぼ

な
ら
ぬ
鮎
は
'
邦
品
に
封
す
る

一
般
拍
聾
者
の
意
見
な
る
も
の
は
日
本
の
生
産
'
輸
出
業

者
は
こ
れ
を

知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
o
そ
れ
が
た
め
日
本
と
し
て
は
邦
品
の
地
盤
を
確
立
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
｡
其
結
果
見
込
渡
仏
の

過
剰
生
産
は
'
邦
品
の
慣
格
維
持
に
思
影
響
を
輿

へ
た
場
合
多
･Y

あ
っ
た
o
:冗
新
和
｡Ⅷ
む
澱
攻
ふ
外
聞
｣簡
Tt
に'頂

消

費
瀬

仰

の

弼

品
に
封
㌻
=l1
稀
望

i
S

h穴

は
触
味
噌
相
な
ど
-
附
托
し
..
L
.=
-社
ほ
ネ
仁
Jk
稚
ぎ
｣-
L?最

も
i″
カ
ら
う
し
新
潮
心
も
海

い
く
其
場
限
-

賛
れ
る
も
の
を

次
ぎ

々
々
に
販
貸
し
て
行
-
｡
さ
れ
ば
本
年
営
れ
た
か
と
僧
ふ
と
乗
年
は
他
の
競
率
品
に
原
せ
ら
れ
'
皆
目
葬
れ
な

い
と
云
ふ
'
云
は
Ẑ
取
扱
人
の
束
ま
ぐ
れ
で
商
品
の
蓮
命
が
極
め
付
け
ら
れ

る
O
そ
れ
故
に
日
鮒
取
引
に
は
撫
駄
が
多
い
.
と
れ
ikJ

排
除
し
我
れ
に
有
利
に
本
格
的
な
る
取
引
を
確
立
せ
し
め
ん
目
的
を
以
て
'
ビ
ル

マ
T
般
拍
賛
階
親
の
噂
好
'
趣
味
'
意
見
'
洗
季

晶
と
の
関
係
等
を
調
査
せ
し
め
る
こ
と
が
必
要
で
'
斡
旋
所
の
如
き
椀
閲
は
映
-

可
ら

ざ
る
も
の
で
あ
る
o

l
園
の
需
要
は
刺
戟
に

ょ
-
引
き
起
TU
れ
る
｡
ビ
ル
マ
は
常
に
新
し
き
も
の
を
好
む
流
行
襲
化
の
此
蜂
的
激
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
.

1
般
仲
介
人
は
非
常
に
掛
引
き
が
描
く

ク
レ
ー
ム
も
生
じ
易
い
.
気
候
は
間
期
'
乾
期
と
あ
-
'
乾
操
の
撃
化
激
し
-
蘭
=t==
に

輿
ふ
る
影
響
は
望

芋

訂
を
質
す
る
｡
最
,?
騰
賛
力
む
敢
揮
す
る
未
で節
は
乾
季
即
ち
十

7
月
よ
-
四
月
に
至
る
期
間
で
'
其
季
節
の

需
要
は
証
文
期
日
に
網
付
す
る
こ
と
｡
商
品
消
費
者
は
多
-
は
奥
地
に
あ
る
関
係
上
'
ラ

ン
グ
ー
ン
よ
り
更
に
川
又
は
主
と
し
て
織

道
道
搬
せ
ら
れ
て
居
る
｡
旬
袈
特
に
厳
重
た
る
を
要
す
｡
ビ
ル
マ
'
救
引
商
は
代
々
其
土
地
に
居
住
し
た
も
の
少
く
~
蛮
力
も
乏
し

-
所
謂
遣
繰
市
国
に
し
て
信
用
調
査
誠
に
困
難
な
る
市
場
で
あ
る
｡
破
産
整
理
と
埜
質
物
常
に
市
場
に
凍
り
て
'
標
準
化
せ
ら
れ
ざ

る
商
品
特
に
稚
貨
商
品
の
値
段
あ
-
て
値
段
な
く

相
手
次
第
に
よ
-
て
要
ら
れ
て
居
る
圭

耳
ふ
有
様
で
あ
る
.
事
情

に
通
ぜ
ざ
る

も
の
に
は
危
険
な
市
場
で
も
あ
る
｡
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l

I

I
t

-

1

t

I

盲

-･.,f毒

書

呈

垂

下
.
I
T

･

-

･･

ノ
･
･

-

･

･
･

-

･･

二

･

叙
上

7
倍
の
市
場
性
で
あ
る
華

最
近
政
治
的
僅
鯉
に
件
ふ
て
ビ
ル
マ
は

ビ
ル
マ
人

の

手
に
よ
-
て
と
云
ふ
気
遣
各
地
に
撞
所

し
､
ビ
ル
マ
人
も
叔
引
を
行
ふ
棟
に
な
っ
て
釆
た
｡

-
先
年
小
職
こ
の
時
潮
に
粟
-
'
パ
ー
マ
･
ト
レ
イ
ド

･
7

エ
デ
レ
イ
シ
ヨ
ン
並
に
セ
ン
ト
ラ
ル
･
コ
ン
マ
-
シ
ャ
ル
･
コ
ー
ポ
レ
イ

シ
ョ
ン
創
立
に
協
力
し
'
顧
問
と
し
て
こ
れ
を
指
導
し
成
績
大
に
見
る
も
の
が
あ
っ
た
｡
目
的
と
し
て
は
'
(
7
)
正
常
な
商
品
を
ビ

ル
マ
人
の
千
を
鮮
由
し
て
ビ
ル

マ
の
滑
尊
者
に
直
凄
販
賛
す
る
JJ
と
1
し
'
従
衆
の
如
き
外
商
仲
介
者
の
膿
費
を
防
止
す
る
と
と
'

(
二
)は

T
般
治
聾
者
の
邦
品
に

封
す
る
要
求
に
雄
ふ
て
彼
に
満
足
を
輿

へ
.
維
乗
の
如
き

1
時
的
其
場
隈
-
の
取
引
を
防
止
す
る
こ

と
'
(
≡
)
輿
地
に
攻
入
し
て
刺
戟
を
輿

へ
'
滞
要
を
引
超
rrJ
L
む
15
,LJ
と
等
々
で
あ
っ
た
n
彼
の
本
邦
晶
展
示
骨
と
珊
伐
っ
て
本
邦

雑
絹
輸
出
増
進
封
耗
'
本
邦
丁
｡
E3
弛
隠
.
溝
慣

継

持

上
札

り=･
.I/･F
LJ
TS

の
か
か
し
を

詔

も
･

こ
18
討
昔
は
少
-
と
も
=
Tt
年
計
荘
紅
締

山
期

.∵
レ
■LJ
.
漸
次
輿
枇
市
域
好
も
邦
出
qi-3ん
上
せ

し
も

の

で
あ
っ
た
o

ビ
ル
マ
の
市
場
性
は
複
雑
多
岐
な
る
が
'
エ
黄
に
乏
し
く
輸
入
品
に
依
存
せ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
市
場
に
し
て
t

T
面
ビ
ル
マ

北
方
の
国

境
貿
易
は
等
甫
其
他
の
支
那
異
相
の
開
発
と
相
保
っ
て
蘭
途
洋
々
た
る
市
場
で
あ
る
｡

こ

取

引

系

統

f

i
m

porter

s
帝
人
商

W

hoJesa】ers
卸
間
畳

R
e
tallers
小
繋
商
の
三
つ
あ
り
.
輸
入
商
と
は
大
手
筋
で
重
々
コ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
･

ペ
ー
ス
で
取
引
し
'
欧
米
人
或
は
邦
人
大
商
社
JJ
れ
に
属
す
.
卸
問
屋
の
大
部
分
は
印
度
商
こ
れ
に
属
し
小
安
を
東
栄
す
｡
小
要
務

と
は
欧
米
人
の
経
営
す
る
百
貨
店
と
ビ
ル
マ
各
地
に
あ
る
公
設
バ
ザ
ー
商
人
こ
れ
に
属
す
.

ヒ
ル
マ
に
輸
入
せ
ら
る
1
商
品
は
こ
れ
ら
の
系
統
を
経
由
し
て
奥
地
に
配
給
せ
ら
れ
て
居
る
｡
と
れ
現
地
の
系
統
で
あ
る
が
日
本

ビ
ル

マ
の
資
源
と
産
業
と
貿
易

第

二
番

二

九

第

一
姫

二

九



ビ
ル
マ
の
要
領
と
産
業
と
貿
易

第
三

啓

一
二
〇

第

一
班

7
二
〇

円
地
に
於
け
る
仕
入
系
統
を
見
る
紅

さ

(
1

)

直

取

引

ラ

ン
グ

ー
ン
輸
入
商

-
封
外
囲
の
軒
出
商
と
の
取
引

(
2

)

其
他
の
取

引

ラ

ン
グ

ー
ン
輸
入
商

I
帝
人
商
の
本
支
店
又
は
買
付
指
定
商
と
の
取
引

｢
外
地
の
外
人
ブ

h･
-
カ
ー
粁

由
仲
帽
鶴
綻
･jjll
t=vt取
引

(
姦
槽
..
脊
腫
T.
桝

汚

埴

i
刀

ル

カ

･=
ノ

㌢
'
ポ
rl;
,/

イ

等

)

LJ
L3
働
引
系
統
の
頼
経
と
澱
引
前
資
･.*
∠
澱
引
決
済
の
倣
件
D
･tq
タ
ー
ム
或
は
P

D.
タ
ー
ム
の
如
何
に
よ
り

て
J

Jフ
ン
グ

ー
ン
市

場
に
於
け
る
商
品
の
債
相
に
典
ふ
る
影
響
は
'
欧
米
商
品
の
場
合
に
比
較
し
て
日
緬
貿
易
に
大
な
る
暗
影
を
投
じ
て
居
る
.

日
本
は

こ
の
鮎
に
注
意
せ
ざ
る
た
め
'
国
家
と
し
て
損
失
し
て
屠
る
金
額
は
互
大
な
る
も
の
で
あ
ら
う
｢

日
本
と
し
て
は
こ
れ
自
由
貿
易
の
副
産
物
な
り
､
過
渡
期
の
残
淳
な
-
と
し
て
葬
-
去
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
｡
部
品
の
療

準
高
級
化
'
取
引
系
統
の
日
生
的
改
尊
は
'
筆
者
は
軌
前
よ
-
握
唱
し
釆
-
し
大
霜
日
で
あ
っ
た
o
苫
居
並
に
業
者
は
記
憶
せ
ら
る

ゝ

と
こ
ろ
で
あ
ら
う
.
今
日
と
難
も
其
主
張
は
持
て
ぬ
｡
香
な
益
々

改
善
の
必
要
を
強
調
す
.
同
榎
別
商
品
の
借
格
挙
動
の
原
因
と

な

る
べ
き
も
の
(邦
品
の
場
合
)
'
最
も
悪
質
の
も
の
を
列
馨
す
れ
ば

左
の
如
し
｡

T

)

商
品
が
合
法
的
脱
法
行
為
を
敢
て
す
る
者
の
手
に
入
-
た
る
場
合
O

イ
'
京
済
阪
神
に
居
住
す
る
外
人
が
､
我
が
中
小
工
場
を
廻
-
其
資
金
難
に
煎
じ
現
金
貫
を
行
ふ
て
競
竿
の
具
に
供
し
た

る
場
合
｡

p
t
又
は
不
合
格
品
を
買
付
け
た
る
場
合
｡

ハ
'
通
関
に
際
し
不
正
中
骨
に
よ
る
瀬
引
を
行
ふ
場
合
｡



(

2
)

葛
春
保
険
適
宜

レ
べ
-
ト
よ
-
得
た
る
特
権
を
来
季
の
た
め
時
債
相
場
以
下
に
て
利
用
せ
ら
れ
た
る
場
合
‥

(

3
)
商
品
上
の
利
益
を
度
外
視
し
て
'

レ
べ
-
ト
の
割
戻
を
目
的
と
し
て
取
引
が
行
は
れ
た
る
場
合
.

(4
)

小
責
商
と
輸
入
商
と
に
同
種
別
の
商
品
が
同

t
値
段
に
て
供
給
せ
ら
れ
農
事
の
封
照
と
な
-
た
る
場
合
｡

(5
)

ク
オ
ー
タ
上
の
特
樺
が
親
等
に
利
用
せ
ら
れ
た
る
場
合
.

(
6

)

投
機
叉
は
思
惑
ス
ト
ッ
ク
品
が
競
争
に
供
せ
ら
れ
た
る
場
合
｡

(
7

)

外
地
に
輸
出
せ
ら
れ
た
る
商
品
が
統
制
料
又
は
名
誉
紺
取
に
よ
る
利
益
を
競
争
の
具
に
供
し
た
る
場
合
｡

等
を
練
り
値
段
が
干
轡
甫
化
し
.
更
に
少
-
と
も
二
人
位
の
仲
介
人
の
手
を
経
て
油
費
者
に
供
給
せ
ら
れ
て
居
る
.

で

居
る
｡

三

我
が
封
ビ
ル
マ
貿
易
施
設
機
関

世
界
の
動
向
と
共
集
団
確
立
の
た
め
に
は
'
過
去
の
行
き
方
を
以
て
は
到
底
所
期
の
目
的
を
連
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
ら
う
O
速

か
に
再
検
討
を
行
ふ
て
'
意
轄
し

っ
･̂
あ
る
規
雪
よ
り
遊
離
せ
ず
'
有
効
適
切
な
道
管
と
旗
充
と
が
絶
封
に
必
要
で
あ
る
｡
ビ
ル
マ

賓
源
獲
得
.
地
上
物
産
の
利
用
と
平
行
し
､
日
緬
貿
易
鰭
制
の
改
組
等
で
あ
ら
う
｡

一'
日
緬
貿
易
共
販
禽
社
の
新
設

ニ
ー
ビ
ル
マ
市
場
性
に
則
鷹
し
た
る
貿
易
機
関
の
凍
充
と
我
が
兼
界
緯
合
の

l
大
サ
ー
''i)
ス
ス
テ
ー
シ
Tn
ン
新
設

ビ
ル
マ
の
資
源
と
産
業
と
貿
易

第
二
審

1
二
1

第

一班

7
二
7



ビ
ル
マ
の
資
源
-
産
業
と
貿
易

節
二
告

.L
二
二

第

1
既

〓
l二

三
､
通
商
外
交
磯
閲

の
凍
充

と
宜
億
部
新
設

四
'
海
上
交
通
機
関
の
整
備

右
g
I項
の
諸
問
題
を
再
検
討
し
日
舶
通
商
貿
易
の
本
格
化
を
期
す
る
LJ
と
e

!

ほ
緬
拷
過
は
米
的
引
fp.除
け
ば
大
腿
榊
千

筒
胤
内
外
で
.
臼
ホ
よ
り
の
輸
出
部
門
繊
惟
コ
特許
川
J
一
味
鯉
口半
6J/
斡
;-tI.T
う

.｣
-
-

′ノ
ノノ､
-･･..い

琴
南
は
諸
雑
貨
で
あ
る
D
輸
入
部
門
を
見
れ
ば
'

米
､
牛
梅
花
'
鉛

と
丑
鉛

コ
ン
セ
ン
ー
レ
イ
ト
'
卑

見
､

飼

料

､
カ
ソ
チ
牢
で
あ

る
｡
数
量
か
ら
見
て
取
引
商
の
数
が
過
多
な
る
た
め
に
不
必
要
な
る
鼓

零
が
行
は
れ
'
第
三
者
に
粟
ぜ
ら
る

･･.
を

常

と
す
｡
現
在
の

状
態
を
放
任
す
る
に
於
て
は
邦
品
慣
格
引
上
げ
は
期
せ
ら
れ
ぬ
O
究
極
国
家
の
外
貨
接
待
上
遺
憾
の
新
を
認
む
｡

さ
れ
ば
鼓
時
鰹
割
下
'
飴
-
に
も
摩
擦
を
生
ぜ
し
む
る
こ
と
を
避
け
'
且
又
星
上
屋
を
架
す
る
こ
と
な
-
､
経
費
を
殊
更
に
増
大

す
る
と
と
な
く

要
は
､過
去
の
遣
方
を

1
元
化
す
る
こ
と
に
よ
-
経
費
は
捻
出
さ
れ
る
と
も
息
は
れ
'
叉
造
営
の
方
法
に
よ
-
新
財

源
を
蔑
見
し
得
ら
れ
る
.と
思
は
れ
る
が
共
販
骨
杜
新
設
に
封
し
如
何
に
碓
乗
の
取
引
を
整
理
す
る
か
と
云
ふ
に
I
重
鮎
を
過
去
の
章

緒
に
置
き
其
割
首
を
行
ひ
'

1
万
新
加
入
者
に
封
し
新
規
商
品
の
販
路
開
拓
に
嘗
ら
し
む
る
こ
と
が
出
乗
る
O

畝
洲
戦
の
大
陸
的

1
段
階
後
は
'
少
-
と
も
欧
洲
よ
-
東
洋
市
場
に
商
品
が
洪
水
の
如
-
忙
流

れ
乗
る
こ
と
を
穣
想
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
｡
日
本
と
し
て
戦
時
と
畔
も
施
さ
れ
得
べ
き
施
設
或
は
貿
易
牒
制
の
改
組
は
着
々
進
む
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
｡
本
圃
に
於
で
統
制

行
ほ
れ
た
と
し
て
も
'
邦
品
仕
向
地
に
於
て
邦
品
販
費
の
自
主
的
統
制
行
は
れ
ざ
る
と
LJ
ろ
依
然
と
し
て
貿
易
の
自
由
放
任
を
意
味

し
'
結
果
か
ら
見
る
と
邦
品
の
借
上
'
邦
品
の
新
味
薄
し
'
部
品
の
債
格
撃
勤
過
多
と
云
ふ
非
難
を
聞
-
こ
と
に
経
る
で
あ
ら
う
と

今
日
に
於
て
も
預
想
せ
ら
る
｡

戯
時
下
に
於
て
は
物
債
の
上
騰
は
不
可
避
な
る
規
象
で
あ
る
o
輸
出
商
品
に
関
す
る
眠
-
低
物
慣
政
策
の
狙
払
ど
ご
ろ
は
外
観
市



場
に
於
け
る
物
債
に
平
行
L
t
債
格
の
郡
に
て
他
競
季
品

と
競
卑
し得
る
債
格
を
限
度
と
す
o
ラ
ン
グ
ー
ン
港
に
於
て
一
時
邦
晶
は

慣
格
の
鮎
に
於
て
米
圃
品
と
太
刀
打
不
可
能
な
珍
現
象
が
規
は
れ
た
り
し
た
が

(
話
'
米
園
は
職
等
の
影
響
を
受
け
ず
平
和
産
業
推

市
せ
ら
れ
た
時
代
に
射
し
日
本
は
聖
戦
の
直
接
影
響
を
最
も
深
刻
に
受
け
た
時
代
)
概
し
て
邦
品
は
怜
出
値
段
と
云
ふ
特
債
に
て
版

賓
せ
ら
れ
た
｡
寧
ろ
要
す
過
ぎ
た
位
で
あ
っ
た
が
'
大
勢
は
将
禾
諸
物
債
が
上
騰
す
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
栽
前
の
如
-
安
倍
を
武
韓

と
す
る
課
に
は
行
か
ぬ
O
し
か
し
取
引
系
競
機
関
の
整
備
完
成
の
喋
は
ビ
ル
マ
市
場
に
関
す
る
限
り
邦
晶
の
高
億
必
ず
し
も
悲
敬
の

要
な
し
と
思
は
れ
る
｡

㌔

か
1
る
が
故
に
参
考
私
案
と
し
て

(
甲
)
日
本
側
に
於
て
は
既
に
組
合
が
結
成
せ
ら
れ
た
向
き
の
重
要
輸
出
商
品
に
封
し
て
は
､

紫
朗
儀
組
合
叉
は
組
合
指
定
の
摘
碓
或
は
新
設
貿
易
共
販
幹
社
を
し
て
雷
諜
商
品
の
特
出
を
行
は
し
む
る
こ
と
.
而
し
て
碓
碑
の
中

邦
品
軒
r<
離
合
月
毒
し

て
.lTIT
は
し
む
｡
他
紺
の
･LJ
と
な
れ
ば
或
は
解
入
朝
令
成
立
困
難
な
る
場
食

も

あ
ら
ん
が
7
其
場
合
は
ラ

ン
グ

ー
ン
の
取
引
商
は
日
本
に
於
て
詮
考
し
指
定
す
る
こ
と
'
日
緬
間
指
定
商
の
取
引
は
甲
~
乙
問
に
於
て
の
み
行
は
し
む
る
こ
と

｡

輸
入
部
門
は
即
ち
ビ
ル
マ
よ
り
原
料
帝
人
す
る
場
合
は
耽
規
定
を
会
的
し
こ
れ
を
行
は
し
む
る
も
の
と
す
｡

右
輸
出
入
指
定
商
品
以
外
の
商
品
の
取
引
は
新
設
共
販
倉
杜
を
し
て
行
は
し
む
｡
新
規
定
に
基
-
日
緬
叔
引
は
ラ
ン
グ
ー
ン
貿
易

斡
旋
所
を
内
外
中
根
磯
閲
と
し
て
協
力
せ
し
め
る
こ
と
｡

l
r

ビ
ル
マ
市
場
性
に
別
席
し
た
る
貿
易
機
関
の
瑞
充
D

ラ
ン
グ
ー
ン
貿
易
斡
旋
所
は
創
丑
角
々
に
し
て
其
内
容
充
茸
を
放
き
成
績
見
る
も
の
な
か
り
し
こ
と
を
遺
憾
と
す
る

と
こ
ろ
な
る

が

'

逐
次
明
朗

の
目
的
達
成
途
上
不
幸
な
る
事
件
突
嶺
を
見
て

今
日
に
及
び
L
が
'

酢
設
罫
柴
の
外
に

こ
の
機
関
を
中
編
と
し
て

ビ
ル
マ
の
資
源
と
産
業
と
貿
易

第
二
奄

7
二
三

男

7
舶

一
二
三



ビ
ル
マ
の
安
源
と
産
業
と
貿
易

第

二
審

三

四

第

1
就

三

四

各
調
査
月
出
張
月
は
常
に
こ
の

r
h,
子

シ
ヨ
ン
｣
を
利
用
せ
し
む
る
JJ
と
｡

(
イ
)

不
統

1
の
資
源
調
査
票

芹

は
不
必
苦

-

嘗

市
場
に
輿

へ
,
究
苧

る
芸

倍
を
以
て
賓
誓

買
付
く
る
こ
と

⊥
な
る
､
井
鮎
を
超
淀

-
る
必
要
あ
-
o

r
:

)

誹

諌

都

耳

元
化
を
似
-
た
め
ビ
ル
苗

場
の
綻
相
は
揖
記
せ
ら
そ

･･iN
=
]芳

丁

公
苦

_O
.N
ll

a
Ll

宿

望

-
ま

ノ
q-7-Jた
･ハ-

等

る
こ

と
.
芸

賢

研
写

る

｢
デ
イ
ザ
イ
ナ
ー
｣
の
婁
門
旦

豊

の
販
路
票

の
た
豊

門
故
節
男
等
は
監

所
内
に
性
を
せ
し
む
る
JJ
と
を
可
と
す
.

以
上
警

す
る
外
'
我
が
茸

左

官

た
る

Z
l
/
サ
ー
ビ
ス
･
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
姦

設
し
､
常
任
ビ
ル
苗

場
の
需
給
と
移
行

と
を
賛
物
試
験
を
介
し
て
情
報
せ
し
む
る
事
が
誉

必
要
で
あ
る
｡
而
し
て
こ
れ
を
奥
地
に
も
進
出
せ
し
め
雷

新
し
-
有
機
鰹
的

の
も
の
･U
す
7
aJJ
と
G

三

通
商
外
交
機
関
の
嬢
充
と
宜
倖
部
新
設
.

ラ

ン
グ
ー
ン
領
事
館
の
昇
格
は
時
宜
を
祐
た
る
も
の
で
あ
る
O
大
に
携
蒐
せ
ら
れ
ん
こ
と
.ど
希
ふ
｡
至

芸

要
苦

言

,,,)∵
,
/

的
･f
JFF
に
於
て
公
使
肘
掛
虹
わ
も
山
と
す
る
必
,*
が
あ
る
荷
に
馳
髪
せ
ら
れ
る
O
夜
警

呂
の
交
換
共
催
喜
L
r衣
桁
長
を
常

置
し
匠豪

の
企
藍
と
平
行
せ
し
む
る
こ
と
'
産
業
､文
化
､宗
教
の
宜
億
を
賓
際
化
す
る
新
部
員
の
設
置
等
考

へ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
.

何
れ
.に
し
て
も
外
地
械
閲
の
和
は
生
命
に
し
て
'
国
家
の
総
力
を
外
地
に
於
て
も
襲
揮
せ
し
む
る
棟
根
本
理
念
の
確
立
が
竪
ま
れ
て

居
る
.

四

海
上
交
通
棟
緬
の
整
備
は
従
来
の
配
給
Lに
封
し

｢
ス
ピ
ー
ド

･
ア
ッ
プ
｣
す
る
と
と
1
冷
凍
設
備
を
施
す
等
少
-
･V
も
欧
米

ラ
イ

ン
に
匹
敵
せ
し
む
る
こ
と
を
必
要
と
せ
ら
れ
る
棟
観
察
せ
ら
れ
る
｡
(完
)


